
ガ
ル
ダ
ン

-
清
朝
・
チ
ベ

共
通
に
名
分
と
し
て
い
た
「
併
数
政
治
」

-

1
1
満
州
文

・
モ
ン
ゴ
ル
文

・
漢
文

• 
ノ¥

ノレ
ノ¥

ッ
ト
が思
想

『
朔
漢
方
略
』

の
史
料
批
剣
に
基
づ
い
て
|
|

石

は

じ

め

に

第
一
節
満
州
文

・モ

ン
ゴ
ル
文

・
漢
文
の
『
御
製
親
征
卒
定
朔
漢
方
略
』
の
史
料
批
剣

第
一
項
満
州
文
『
朔
漠
』
の
史
料
債
値
に
つ
い
て

第
二
項
モ
ン
ゴ
ル
文
『
朔
漠
』
の
史
料
債
値
に
つ
い
て

第
三
項
漢
文
『
朔
漠
』
の
史
料
債
値
に
つ
い
て

第
二
節
ガ
ル
ダ
ン
封
清

・
ハ
ル
ハ
戦
争
に
共
通
し
た
「
傍
数
政
治
」

2
0
3
臼

E
t口)
と
い
う
名
分

第
一
項
フ
レ
l
y
ピ
ル
チ
ェ

l
ル
舎
盟
前
後

第
二
項
ガ
ル
ダ
ン
の
ハ
ル
ハ
侵
攻
か
ら
ド
ロ
ン
ノ
l
ル
舎
盟
ま
で

第
三
項
ガ
ル
ダ
ン
の
清
の
内
地
侵
攻
か
ら
清
軍
の
出
動
ま
で

第
四
項
ウ
ラ
ン
プ
ト
ン
決
戦
前
後

お

わ

に

429 
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は

じ

め

一
六
八
八
年
に
ジ
ュ
ン
ガ
ル
部
の
ガ
ル
ダ
ン
が
ハ
ル
ハ
の
ト
シ
エ

l
ト
H
ハ
ン
を
襲
撃
し
た
こ
と
に
端
を
渡
し
た
戦
争
は
、

や
が
て
ハ
ル
ハ

部
全
瞳
と
清
朝
を
巻
き
込
ん
で
の
大
争
蹴
と
な
り
、

ハ
ル
ハ
リ
モ
ン
ゴ
ル
部
の
清
朝
へ
の
服
属
と
い
う
歴
史
的
大
事
件
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の

全
容
に
つ
い
て
は
『
御
製
親
征
卒
定
朔
漢
方
略
』
(
以
下

『朔
漠
』
と
略
す
〉
に
基
づ
い
た
ズ
ラ
l
ト
キ
ン
氏
の
研
究

(
N
Z
F
F
E∞ω)
と、

『世

組
貫
録
』
と
チ
ベ
ッ
ト
文
史
料
『
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
博
』
に
基
づ
い
た
ア
フ
マ
ド
氏
の
研
究
(
〉
『
白
色
-
H
S
O〉
が
、

ら

一
六
九
七
年
に
か
け
て
三
度
行
わ
れ
た
康
照
一
帝
の
封
ガ
ル
ダ
ン
遠
征
に
つ
い
て
は
、
槍
案
史
料
に
基
づ
い
た
岡
田
英
弘
(
一
九
七
九
)
、

ド
ド
ル
ジ
雨
氏
の
研
究

2-BEn-o吋
]
r
H
S
C
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
戦
争
を
調
停
す
る
た
め
に
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
迭
ら
れ
て
き
た
借
に
つ
い

チ
ベ
ッ
ト
年
代
記
な
ど
を
用
い
て
一
連
の
研
究
を
行
っ
た
。

一
方
、

一
六
九
六
年
か

チ
メ

て
は
、
若
松
寛
氏
が
『
朔
漠
』
、

一
方
、
筆
者
は
前
稿
の
石
演
(
一
九
九
九
)
に
お
い
て
、

一
六
世
紀
後
牢
か
ら

一
七
世
紀
中
葉
に
か
け
て
、

チ
ベ

y

ト
・
モ
ン
ゴ
ル
・
満
州

- 36ー

開
係
聞
に
は
、

「
チ
ベ

ッ
ト
併
教
に
基
づ
く
政
治

〈玄

g
・5
Z
U包
ロ
〉
豆
自
・

ι
0
2
臼「
2
5
)
を
稽
揚
す
る
こ
と
」
が
共
通
の
認
識
と
し
て
存

在
し
て
い
た
こ
と
、
こ
の
併
数
政
治
の
「
併
数
」
が
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
の
登
場
に
よ
っ
て
、
特
に
、

ツ
オ
ン
カ
パ

(
3
7
2
0口
問

F
曲

Z
V宗
略

筆
者
が
封
象
と
し
た
時
代
は
、

巴
)
を
宗
祖
と
す
る
ゲ
ル
ク
涯
(
資
帽
源
)
に
限
定
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
(
石
演
、

ガ
ル
ダ
ン
戦
争
直
前
の
時
代
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
績
く
ガ
ル
ダ
ン
戦
争
の
時
代
も
こ
の
認
識
の
も
と
に
三
者
闘

一
九
九
九
、
三
七
J
三
八
頁
〉
。

こ
の
前
稿
に
お
い
て

係
が
展
開
し
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

周
知
の
通
り
、

ガ
ル
ダ
ン
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
こ
の
争
凱
は
、
勃
護
・
擦
大
・
終
息
な
ど
の
す
べ
て
の
局
面
に
お
い
て
、

チ
ベ
ッ
ト

併
数
的
要
素
が
非
常
に
大
き
く
作
用
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、

ガ
ル
ダ
ン
が
ハ
ル
ハ
を
襲
撃
し
た
理
由
は
、

ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
使
者
に
劃
し
て
ハ

ガ
ル
ダ
ン
が
ハ
ル
ハ
や
清
朝
に
向
か
っ
て
主
張
し
た
自

ら
の
正
嘗
性
と
は
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
教
え
」
に
忠
質
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
清
朝
、
が
ガ
ル
ダ
ン
を
問
責
し
た
際
に
引
き
合
い
に
だ
し
た
の
も
や

ル
ハ
部
の
高
僧
ジ
ェ
ブ
ツ
ゥ
ン
ダ
ム
パ
が
非
理
を
働
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
し
、



は
り
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
教
え
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
教
え
」
を
諸
先
撃
は
一
般
論
と
し
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
も
な
か
っ
た

が
、
前
稿
で
筆
者
が
明
ら
か
に
し
た
事
寅
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
が
具
瞳
的
に
は
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
宗
涯
の
教
え
に
基
づ
く
政
治
」
を
指
し
て

い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、

ガ
ル
ダ
ン
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
戦
争
が
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
宗
涯
の
教
え
に
基
づ
く
政
治
」
と
い
う
言
葉
を
め

ぐ
っ
て
展
開
し
て
い
た
こ
と
を

一
次
史
料
に
近
い
史
料
に
基
づ
い
て
嘗
事
者
た
ち
の
護
言
を
辿
り
つ
つ
誼
し
て
い
き
た
い
と
思
う。

は
じ
め
に
、
基
本
史
料
と
な
る
『
朔
漠
』
に
つ
い
て
、
そ
の
満
州
文
、

い
ず
れ
の
史
料
債
値

そ
の
結
果
一
番
史
料
債
値
が
高
い
と
さ
れ
た
版
に
基
づ
い
て
、
傍
数
政
治
と
い
う
概
念
の
用
例
を
抽
出
し
つ
つ
、

モ
ン
ゴ
ル
文
、
漢
文
の
三
種
類
の
版
の
う
ち
、

が
最
も
高
い
か
を
検
討
し
、

ガ
ル
ダ
ン
戦
の
意
義
を
再
評
債
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

第
一
節

満
州
文
・
モ
ン
ゴ
ル
文
・
漢
文
の
『
御
製
親
征
卒
定
朔
漢
方
略
』
の
史
料
批
剣

- 37ー

た
。
槍
案
史
料
を
用
い
た
研
究
が
主
流
を
占
め
つ
つ
あ
る
現
在
に
お
い
て
も
、

『
朔
漠
』
は
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
先
撃
に
よ
っ
て
ガ
ル
ダ
ン
戦
争
の
全
韓
像
を
知
る
た
め
の
最
良
の
史
料
と
し
て
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
き

ガ
ル
ダ
ン
戦
争
開
連
の
槍
案
史
料
の
大
半
が
、
戦
争
の
後
期
に

あ
た
る
康
照
一帝
の
親
征
期
の
も
の
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、

『
朔
漠
』
は
康
照
一
帝
の
命
に
よ
っ
て
編
纂
が
始
め
ら
れ
、
康
照
四
七
年
(
一
七
O
八
年
〉
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
満
州
文
版
(
〈
〈
〉
〉
と
漢
文

版
が
編
纂
さ
れ
た
。
後
に
モ
ン
ゴ
ル
語
版
〈
O
C
)
も
作
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
三
言
語
か
ら
な
る
『
朔
漠
』
の
相
互
の
闘
係
を
明
ら
か
に
し
た
研

(

1

)

 

究
は
存
在
し
な
い
。
『
朔
漠
』
の
ロ
シ
ア
語
誇
に
基
づ
い
て
ジ
ュ
ン
ガ
ル
通
史
を
書
い
た
ズ
ラ
l
ト
キ
ン
氏
は
、
「
こ
の
著
作
は
戦
争
の
終
結
後

『
朔
漠
』
の
持
つ
史
料
と
し
て
の
債
値
は
そ
れ
ほ
ど
損
な
わ
れ
て
い
な
い
。

聞
も
な
い
時
期
に
編
纂
さ
れ
、
全
て
の
文
献
史
料
を
省
略
す
る
こ
と
な
く
お
お
よ
そ
全
文
を
引
用
し
て
お
り
」

Q
E
r
g
-
5
8・
3
・
5
ア
ロ
∞
〉
、

優
れ
た
史
料
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
後
半
部
分
に
つ
い
て
は
『
朔
漠
』
が
編
纂
史
料
で
あ
る
以
上
、
一
次
史
料
と
の
比
較
を
行
っ
た
上
で
は

じ
め
て
断
定
で
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
以
下
に
、
一
次
史
料
と
の
比
較
を
通
じ
て
こ
れ
ら
三
憧
の
『
朔
漠
』
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら

431 
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か
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
順
、
史
料
債
値
な
ど
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

第

項

満
州
文
『
朔
漠
』
の
史
料
債
値
に
つ
い
て

(

2

)

 

満
州
版
『
朔
漠
』
の
史
料
債
値
を
検
討
す
る
た
め
に
、
残
存
す
る
満
州
文
一
女
史
料
と
の
比
較
を
行
う
。
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
一
決
史
料

は
『
宮
中
楢
康
田
町
朝
奏
摺
第
八
輯
』
に
牧
録
さ
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
の
掻
政
サ
ン
ゲ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
長
文
の
書
簡
で
あ
る
。
康
照
時
代
の
上
誌
や
来

文
の
中
で
、
と
く
に
サ
ン
ゲ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
書
簡
を
選
ん
だ
理
由
は
、
か
り
に
『
朔
漠
』
が
編
纂
さ
れ
た
際
、
清
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
黙
が

改
鼠
な
い
し
削
除
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
劃
象
と
な
る
の
は
皇
帝
の
言
葉
で
あ
る
上
議
よ
り
も
、
嘗
時
清
朝
の
非
難

サ
ン
ゲ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
書
簡
な
ど
の
方
が
蓋
然
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
が
『
朔
漠
』
に

に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
人
物
、

た
と
え
ば
、

正
確
に
引
用
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
見
れ
ば
、

『
朔
漠
』
の
史
料
債
値
の
是
非
を
量
る
一
つ
の
目
安
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

サ
ン
ゲ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
書
簡
は
康
照
三
六
年
二
月
二
四
日
に
清
側
に
受
領
さ
れ
た
も
の
で
、

九
ペ
ー
ジ
の
分
量
が
あ
る
。
こ
れ
を
満
州
文
『
朔
漠
』
の
一
該
嘗
記
事
(
巧

P
J
E
-
-
3・
zrIMF)
と
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
の
長
文
の
書
簡
に

あ
っ
て
、
削
除

・
省
略
さ
れ
た
部
分
は
少
な
く
、
そ
れ
以
外
の
部
分
は
一
次
史
料
と
一
言
一
句
遣
わ
な
い
形
で
引
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

一
ペ
ー
ジ
に
つ
き
五
行
で
記
さ
れ
、
全
部
で
二

- 38ー

っ
た
。
省
略

・
削
除
・
襲
更
の
あ
っ
た
部
分
は
以
下
の
二
二
項
目
で
あ
る
。

(
1
〉

同}〕}内田
F
J
、間同由民

|
ψ

門出ゲ向

-(MM・町
田
町

rH!日一
)

(
2〉

8
5
5
¥
E
S
E
e
-
g
p
N
1
3
↓
依
落
。

(
3〉

-
F
B
E
Z5
n↑
巾
ず
凹

r
巾

B
E
E
-由
自
白
骨

E
S
F
o
m
r
m巾
¥
2
3
E
B
(
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田

Z
2
2
H
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依
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(

4
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ぬ
目
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司
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z
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m
F
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2
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る
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

満
文
の
『
朔
漠
』
を
見
る
と
依
落
し
た
文
章
の
前
後
に
類
似
し
た
文
章
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
開
版
の
際
誤
脱
し
た
も
の
と
思
わ
れ

2
、
問
、
辺
番
は
固
有
名
詞
な
ど
が
省
か
れ
た
例
、

4
、
8
、
加
番
は
い
ず
れ
も
モ
ン
ゴ
ル
語
に
由
来
す
る
傍
教
用

ロ
、
日
番
は
文
章
が
短
縮
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
意
圃
的
に
削
除
さ
れ
た
と

1 
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ω斗
-

H

合〉、

語
が
省
か
れ
た
例
、

断
言
で
き
る
程
の
内
容
を
も
つ
も
の
は
な
く
、
む
し
ろ
編
集
と
み
た
方
が
い
い
よ
う
な
事
例
で
あ
る
。

一方、

『
朔
漠
』
で
徐
分
な
附
加
が
加

わ
っ
た
例
と
し
て
、

15 

口
、
同
番
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

い
ず
れ
も
一
語
か
ら
数
語
の
範
囲
内
で
あ
り
、
改
鼠
と
い
え
る
ほ
ど
の
附
加
で
は
な

L、。
つ
ま
り
、
満
州
文
『
朔
漠
』
所
牧
の
サ
ン
ゲ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
書
簡
を
一
女
史
料
の
槍
案
と
比
較
す
る
と
、
多
少
の
削
除
・
省
略
は
行
わ
れ
て

い
る
も
の
の
、
存
在
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
一
女
史
料
と
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
こ
と
、
か
っ
、
附
加
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
こ
と
が
確

『
朔
漠
』
の
債
値
は
原
史
料
よ
り
劣
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

認
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
多
少
と
は
言
え
省
略
が
存
在
す
る
以
上
、

に
評
さ
れ
て
慮
理
さ
れ
、
返
書
を
行
う
場
合
も
、
書
簡
は
ま
ず
満
州
語
で
し
た
た
め
ら
れ
、

そ
の
後
に
、

モ
ン
ゴ
ル
語
や
チ
ベ

γ
ト
語
に
翻
詳

- 40ー

蛍
時
、

ガ
ル
ダ
ン

ハ
ル
ハ
H
H
モ
ン
ゴ
ル
、

チ
ベ
ッ
ト
か
ら
清
皇
帝
一
に
迭
ら
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
語
や
チ
ベ
ッ
ト
語
の
書
簡
は
、
宮
中
で
満
州
語

一
次
史
料
の
満
州
文
史
料
が
満
州
文
『
朔
漠
』
に
省
略
さ
れ
な
が
ら
も
同
文
で
引
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

(

3

)

 

は
、
満
州
文
『
朔
漠
』
が
他
の
二
言
語
版
よ
り
も
先
行
し
て
成
立
し
た
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
三
つ
の
言
語
の
『
朔
漠
』
の
う
ち
満
州
版
が
最

も
高
い
史
料
債
値
を
持
つ
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て第

二
項

モ
ン
ゴ
ル
文
『
朔
漠
』
の
史
料
債
値
に
つ
い
て

次
に
、
近
年
内
モ
ン
ゴ
ル
で
出
版
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
文
『
朔
漠
』
と
満
州
文
『
朔
漠
』
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
近
年
出
版
さ
れ

た
モ
ン
ゴ
ル
文
『
朔
漠
』
は
ハ
ラ
チ
ン
の
教
師
ダ
チ
L

ン
ガ
に
よ
っ
て
道
光
九
年
に
モ
ン
ゴ
ル
語
司
辞
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

(
O
F
3・
2
1
S
)。

『
朔
漠
』
の
序
文
に
は
満
州
文
と
漢
文
が
同
時
に
編
纂
さ
れ
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
て
も
モ
ン
ゴ
ル
文
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
こ
と
、

ま



た
、
ダ
チ
ュ
ソ
ガ
が
先
行
す
る
『
朔
漠
』
の
モ
ン
ゴ
ル
語
需
の
存
在
に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
ダ
チ
ュ
ン
ガ
誇
以
前
に
『
朔
漠
』

の
モ
ン
ゴ
ル
語
-
語
が
存
在
し
た
可
能
性
は
薄
い
。

し
か
し
、

ダ
チ
ュ
ン
ガ
が
モ
ン
ゴ
ル
需
を
作
成
す
る
場
合
に
、

理
藩
院
に
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
語
の
現
史
料
を
参
照
し
た
可
能
性
は
全
く
な
い
と

は
言
い
切
れ
な
い
た
め
、
以
下
に
、

モ
ン
ゴ
ル
語
の
一
衣
史
料
と
モ
ン
ゴ
ル
文
『
朔
漠
』
の
一
該
嘗
個
所
を
比
較
し
て
み
た
。

モ
ン
ゴ
ル
語
の
一
次
史
料
と
し
て
は
、

『
蒙
文
老
槍
』
に
牧
録
さ
れ
た
康
照
帝
の
ガ
ル
ダ
ン
宛
書
簡
(
康
照
二
六
年
九
月
二
六
日
附
)
が
格
好

の
材
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
原
文
は
長
文
に
わ
た
る
た
め
、
以
下
、
特
に
こ
の
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
康
照
一
入
年
の
ガ
ル
ダ
ン
書
簡
を
取

一
行
自
に
『
蒙
文
老
槍
』
所
牧
の
書
簡
を
(
『
蒙
文
老
様
』
巻
二
十
五
、
三
上
ニ

1
下
二
〉
、
二
行
目
に
モ
ン
ゴ
ル
丈
『
朔
漠
』

(
O
C
・

4
0
-
・仏・

2
3、
三
行
自
に
満
州
文
『
朔
漠
』
(巧
〉
・

2-・品・
5
乙
を
封
躍
さ
せ
て
み
よ
う
。
一
次
史
料
で
あ
る
『
蒙
文
老
楼
』
所
牧
の
書
簡
の

後
半
部
分
(
三
上
=
了
下
二
〉
が
全
く
『
朔
漠
』
に
引
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
前
述
の
サ
ン
ゲ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
書
簡
と
比
べ
る
と
、

(

4

)

 

報
が
か
な
り
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
と
思
う
。

り
出
し
て
、

一
次
史
料
の
情

- 41ー

〈

2
〉

内
山
同
日
、
同
一
ロ
ロ
』
曲
一門戸』日、

-
u
『mw円

ハ

I
ン
の
命
令
に
よ
り
、

〈

3
〉

》
『
印
ゲ
ロ
門
凶
白
-
ロ
ロ
山
、
民
間

HMZロ
白
口
問
に
持
品
∞

g
z
n
H
m刷
ロ
ロ
円
山
白
巳
『
ロ
己
認
与
叩
・

。飼町一四門同

役
所
か
ら
迭
ら
れ
て
き
た
書
の
返
書
を
迭
っ
た
。
オ
イ
ラ
ト
、

〈

4
〉

目
。
ロ
笥
己

Z
H
H
S
H
C
m
E
m
B
Z
F叩
g
g
c
mロ
rrロ
}
内
ロ
日
ロ

p
向
田
岳
町
印
ロ

ρ
白『

5
5
々
々
R

モ
ン
ゴ

ル
の
卒
和
が
破
れ
た
と
言
う
人
は
、
嘘
を

〈

5
〉

位

m己
呂
田

B
B
a
p
α
∞
色
色
目
。
ロ
m『
巳
ロ
ロ

3
5・
仏
印

E
F
E
E
-印
可

E

αm巳
包

g
o口
町
ロ
-
C
H
H
H
O
B
-

門
目
白
一
色
-
曲
目
白
u
ユロ
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の

同白ロ，
C

『
蒙
文
老
槍
』
所
牧
の
一
次
史
料
の
該
嘗
箇
所
と
皐
語
、
が
一
致
し
て
お
ら
ず

が
、
満
州
文
と
モ
ン
ゴ
ル
文
に
は
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
内
容
も
満
州
文
と
モ
ン
ゴ
ル
文
は
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

モ
ン
ゴ
ル
文
『
朔
漠
』
の
罪
者
が
一
次
史
料
か
ら
で
も
漢
文
史
料
か
ら
で
も
な
く
、
箪
純
に
満
州
文
『
朔
漠
』
を
直
書

モ
ン
ゴ
ル
文
『
朔
漠
』
の
史
料
債
値
は
満
州
文
『
朔
漠
』
の
翻
誇
で
あ
る
と

ま
た
、

『
蒙
文
老
槍
』
傍
線
部

モ
ン
ゴ
ル
文
『
朔
漠
』
は
、

こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
、

し
た
こ
と
に
よ
り
成
立
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
つ
ま
り
、

い
う
以
上
の
債
値
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

第
三
項

漢
文
『
朔
漠
』
の
史
料
債
値
に
つ
い
て

モ
ン
ゴ
ル
文
『
朔
漠
』
の
史
料
債
値
が
確
定
し
た
と
こ
ろ
で
、
最
後
に
漢
文
版
『
朔
漠
』
の
史
料
債
値
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
漢

文
『
朔
漠
』
は
讃
者
数
だ
け
と
っ
て
み
て
も
、
満
州
文
、
モ
ン
ゴ
ル
文
『
朔
漠
』
を
温
か
に
し
の
ぎ
、
後
世
に
輿
え
た
影
響
も
甚
大
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
清
皇
帝
の
針
ガ
ル
ダ
ン
戦
争
を
妓
述
し
た
研
究
者
も
み
な
漢
文
『
朔
漠
』
に
基
づ
い
て
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
漢
文
版
は

満
州
文
、

満
州
版
と
同
時
に
編
纂
さ
れ
モ
ン
ゴ
ル
誇
よ
り
編
纂
年
代
も
古
い
こ
と
か
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
語
語
よ
り
史
料
債
値
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。
し
か
し
、
上
述
し
た
よ
う
に
満
州
文
『
朔
漠
』
が
先
行
し
て
成
立
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
以
上
、
漢
文
『
朔
漠
』
は
満
州
版
の
翻
誇

で
あ
る
こ
と
、
二
次
的
意
味
し
か
持
ち
得
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
翻
諜
に
も
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
問
題
貼
が
あ
る
た
め
、
あ
る

- 43一

意
味
で
は
モ
ン
ゴ
ル
版
よ
り
も
史
料
債
値
が
劣
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
人
が
共
有
す
る
概
念
で
、

満
州
文
『
朔
漠
』
に
よ
っ
て
漢
文
『
朔
漠
』
の
語
語
を
チ
ェ

γ

ク
す
る
と
興
味
深
い
事
買
に
気
附
く
。
そ
れ
は
、
満
州
人
・
モ
ン
ゴ
ル
人
・

た
だ
漢
人
の
み
が
共
有
し
な
い
概
念
、

1
1
ー
そ
の
大
半
は
嘗
然
の
こ
と
な
が
ら
チ
ベ
ッ

ト
傍
教
に
閥
連
す

る
用
語
で
あ
る
が
|
|
、

そ
の
よ
う
な
概
念
に
つ
い
て
は
、
語
語
が
一
定
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
漢
語
に
携
わ
っ
た
漢
人
編
纂

437 

者
が
三
民
族
特
有
の
概
念
を
理
解
せ
ず
に
、
文
服
に
麿
じ
て
一
般
的
な
詩
語
を
あ
て
て
い
っ
た
結
果
、
複
数
の
詩
語
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
も
の

つ
ま
り
、
漢
文
『
朔
漠
』
は
民
族
特
有
の
概
念
が
漢
詩
の
過
程
で
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
原
文
の
意
味
を
正
確
に
讃

で
あ
ろ
う
。
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み
取
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
漢
文
『
朔
漠
』
が
惇
え
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
、

チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
・
満
州
濁
特
の
概
念
の
中
で
最
も
注
目
す
べ
き

も
の
は
、
前
述
の
「
併
数
政
治
」

3
5・
nro:コ
仏
〉
玄

o
p
s
z
p臼
Z
v
g
g
-
E
B
各
丘
一
口
)
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
に
あ
た
る

〈

o--M
∞.
H

釦『)、

軌
道
、

整
数
(
O
H
-
t
そ
〉

u5--Mw
色白
¥ωω
同
)
、

和
好
、
瞳
法
、
櫨
義
(
O
H
-
d
司
〉

ug--句
"
N
0
5
、
法
数
(
O
H
-
d弓

P
J
E
-
-
M由・
ωω¥

(
5
)
 

と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

最
も
用
例
の
多
い
「
道
法
」
は

明
ら
か
に

漢
語
を
漢
文
『
朔
漠
』
で
探
し
て
み
る
と
、
そ
の
罪
語
は

道
法
、

門目。
H
O

を
「
遁
」
に
、
任
問
』

Z
を
「
法
」
に
直
書
し
た
結
果
生
ま
れ
た
熟
語
と
思
わ
れ
る
が
、
漢
語
の
「
道
法
」
と
は
「
踏
み
行
う
べ
き
道
」

と
い
っ
た
漠
然
と
し
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
し
か
持
た
ず
、
誼
者
の
大
牢
は
こ
の
一
般
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
は
、

s
z

、

.

m印
印
H

ロ

の
持
つ
「
チ
ベ
ッ
ト
併
教
に
基
づ
い
た
政
治
」
と
い
っ
た
政
治
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
全
く
抜
け
落
ち
て
し
ま
う
。
他
の
語
語
も
お
し
な
ベ

て
一
般
的
な
意
味
を
持
つ
漢
語
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
需
語
か
ら
は
も
と
も
と
の
単
語
が
チ
ベ
ッ
ト
俳
教
圏
に
濁
自
の
概
念
で
あ
る
こ
と
を
気
附

か
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
需
で
は
な
い
。
し
か
し
一
番
の
問
題
は
一
つ
の
概
念
に
い
く
つ
も
の
課
語
、が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
理
由
か
ら
、
漢
文
『
朔
漠
』
の
史
料
債
値
は
、
満
州
文
『
朔
漠
』
よ
り
も
、

(
6
)
 

ょ
う
。

モ
ン
ゴ
ル
文
『
朔
漠
』
よ
り
も
劣
る
も
の
と
断
定
さ
れ

-44-

第
二
節

ガ
ル
ダ
ン
劃
清
・
ハ
ル
ハ
戦
争
に
共
通
し
た
「
併
数
政
治
」

2
0
2
ち
阻
止
ロ
)
と
い
う
名
分

本
節
で
は
、
主
に
満
州
文
『
朔
漠
』
に
基
づ
き
、

漢
文
史
料
か
ら
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
「
併
数
政
治
」
、

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と

し
て
は
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
宗
涯
の
教
え
(
ゲ
ル
ク
波
)
に
基
づ
く
政
治
」
と
い
う
思
想
が
、

戦
闘
朕
態
に
あ
る
ガ
ル
ダ
ン
、

ト
シ
エ

l
ト
ハ
ハ

ン
、
清
皇
帝
三
者
聞
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
も
名
分
と
さ
れ
、
こ
の
言
葉
を
軸
に
戦
争
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

清皇一帝一、

「
併
教
政
治
」

2
0
2
ち
と
広
)
の
用
例
は
、

『
朔
漠
』
の
同
国
頭
か
ら
末
尾
に
至
る
ま
で
、

ガ
ル
ダ
ン
、

ト
シ
エ

l
ト
リ
ハ
ン
い

ず
れ
の
護
言
の
中
に
も
頻
繁
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
康
照
一
帝
一
の
親
征
時
代
に
入
る
と
清
側
の
一
方
的
侵
攻
が
は
じ
ま
り
、
三
者



聞
の
劃
話
も
途
絶
え
用
例
も
へ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
ま
だ
三
者
聞
に
封
話
が
存
在
し
て
い
る
時
代
、

襲
撃
す
る
契
機
と
な
っ
た
一
六
八
六
年
ブ
レ
ー
ン
ピ
ル
チ
ェ

l
ル
舎
盟
か
ら
、
二
ハ
九

O
年
の
ウ
ラ
ン
プ
ト
ン
決
戦
ま
で
の
期
聞
を
と
り
あ

つ
ま
り
、

ガ
ル
ダ
ン
が
ハ
ル
ハ
を

げ
、
そ
の
開
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
教
え
に
基
づ
く
政
治
」
が
ど
の
よ
う
な
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
た
か
を
指
摘
し
た
い
。

第
一
項

ブ
レ
ー
ン
ビ
ル
チ
ェ

1
ル
舎
盟
前
後

紛
争
の
護
端
と
な
っ
た
の
は
ハ
ル
ハ
左
右
翼
の
不
和
で
あ
っ
た
。
清
皇
帝
一
は
こ
の
不
和
を
調
停
す
る
た
め
に
康
照
二
三
年
二
月
庚
子
、

タ

フ

イ
ラ
マ
に
協
力
を
呼
び
か
け
る
書
簡
を
迭
っ
た
。
こ
の
例
に
限
ら
ず
、
モ
ン
ゴ
ル
内
部
で
問
題
が
生
じ
た
場
合
、
清
皇
帝
一
が
そ
の
旨
を
ダ
ラ
イ

ラ
マ
に
報
告
し
、
必
要
と
あ
ら
ば
協
力
を
呼
び
か
け
る
と
い
う
手
順
は
蛍
時
恒
例
化
し
て
い
た
(
〉
r
白
色
L
3
0・
3
・H
お
i
5
3
0
で
は
、
な

ぜ
清
皇
一
帝
は
常
に
こ
の
よ
う
な
手
順
を
踏
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
「
モ
ン
ゴ
ル
人
が
ダ
ラ
イ

石
演
(
一
九
九
九
)
で
示
し
た
よ
う
に
、

ラ
マ
を
信
仰
し
て
お
り
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
言
葉
な
ら
モ
ン
ゴ
ル
人
も
従
う
か
ら
」
と
い
っ
た
解
穣
も
誤
つ
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

清
、
チ
ベ
ッ
ト
で
は
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
教
え
に
従
う
政
治
を
稀
揚
す
る
」
こ
と
が
共
通

「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
教
え
に
従
っ
た
政
治
」
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

モ
ン
ゴ
ル
、

- 45ー

の
善
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
清
皇
帝
の
行
動
も
、

示
す
た
め
に
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
意
見
を
仰
ぐ
必
要
が
あ
っ
た
、
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

木
題
に
戻
ろ
う
。
康
照
二
三
年
二
月
に
清
皇
帝
が
ダ
ラ
イ
ラ
マ
に
、
4

怒
っ
た
書
簡
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

ハ
ル
ハ
の
ハ
ン
、
貝
子
等
は
み
な
汝
を
供
養
し
、
汝
ラ
マ
の
宗
教
に
よ
っ
て
、
汝
の
政
治
の
教
え
を
傘
ん
で
い
る
。
汝
は
私
に
謝
し
て
絶

え
聞
な
く
誠
の
心
を
も
っ
て
謹
ん
で
貢
物
を
遣
っ
て
き
て
い
る
。
:
:
:
彼
ら
は
も
と
も
と
私
に
劃
し
て
は
恭
順
の
心
を
壷
く
し
て
き
た
。

〔
ま
た
、
彼
ら
は
〕
ラ
マ
、
汝
に
劃
し
て
は
こ
こ
久
し
く
施
主
で
あ
っ
た
。
ど
う
し
て
、
〔
こ
の
よ
う
な
賦
況
を
〕
座
視
し
績
け
て
こ
の

極
み
に
至
ら
せ
ら
れ
ょ
う
か
。
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ロロ

g
m
m
-
mロロ
E
F
m
Fロ
m
m
c
r
g
m
同
一
宮
口
宮
口
」
~
自
巾
一
回
}内口同

g
rロ
ヨ
'
ゲ
ロ

g
E
(巧
〉
・

4
0
-
・
ω
・
ω帥
〉
:
:
:
¥
・
:
・
町
田
町
仏
白

v
n
-
B
Z骨

m
E
m
mロ
ロ
主
的
「
ロ
ロ
恥

ぬ口

HMFロ
ゲ
日
同
町
回
目

σ
c
g凸
苫
σロ
ゲ
白
・

}同
日
白
色
ロ
門
山
市
吉
戸

o
m
-
-
m
m
-
3巾ロ

o
m
m
o
F
E
E-
包
白
円
曲
目
白

』
m
g
y

m-ι
g
E
Z
A司白
E
F
R巾
丹
市
ロ
母

E
E
S
E
〈巧

pz-・ω
・
ω
『〉

略
爾
略
諸
汗
貝
子
、
皆
供
奉
爾
捌
瞬
、
信
爾
之
教
、
而
傘
其
調
制
。
爾
於
本
朝
亦
誠
心
敬
慢
、
進
貢
往
来
不
絶
:
:
:
伊
等
於
朕
、
向
来
恭

順
、
埼
誠
奔
走
。
於
爾
刑
瞬
、
亦
魚
護
法
久
笑
。
何
忍
黙
親
使
至
此
極
乎
(
『
朔
漠
』
巻
一
二
、
二
上
下
)

ハ
ル
ハ
は
あ
な
た
(
ダ
ラ
イ
ラ
マ
)
の
宗
教
と
政
治
を
傘
ん
で
い
る
。

だ
か
ら
、

ハ
ル
ハ
の
卒
和
の
た
め
に
協
力
を
頼
む
、

と
こ
の

つ
ま
り
、

書
簡
の
内
容
を
要
約
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
呼
び
か
け
に
臆
じ
て
ダ
ラ
イ
ラ
マ
が
セ
ム
パ

I
チ
ェ
ン
ボ

H
フ
ト
ク
ト
(
参
巴
陳
布
庫
園
克
園

〈

臼

O
B臼
《
同
司
釦

w
n
r
g
吉
田
同
町
三
島
区
)
を
涯
遣
す
る
と
、

(

7

)

 

フ
ト
ク
ト
を
遣
っ
て
き
た
」
と
言
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
護
言
よ
り
、
清
皇
帝
は
、

清
皇
帝
は
「
汝
は
例
数
政
治

2
2
O
M
E
-
-ロ
)
を
思
い
、
:
:
:
セ
ム
パ

l
チ
ェ
ン
ボ
H

ダ
ラ
イ
ラ
マ
が
舎
盟
に
協
力
す
る
理
由
を
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
自

- 46ー

身
が
提
唱
す
る
併
教
に
基
づ
く
政
治
の
た
め
」
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
う
し
て
、
康
照
二
五
年
八
月
に
ブ
レ
ー
ン
ビ
ル
チ
ェ

l
ル
の
地
で
ハ
ル
ハ
左
右
翼
を
和
解
さ
せ
る
舎
盟
が
聞
か
れ
、
清
皇
帝
か
ら
は
理
藩

院
向
書
ア
ラ
ニ
(
阿
刺
尼
)
が
、

ダ
ラ
イ
ラ
マ
か
ら
は
客
死
し
た
セ
ム
パ

1
チ
ェ

ン
ボ
H

フ
ト
ク
ト
に
代
わ
っ
て
涯
遣
さ
れ
た
ガ
ン
デ
ン
座
主

(
西
勤
圏
〉
が
臨
席
し
た
。

ガ
ン
デ
ン
寺
は
ゲ
ル
ク
涯
の
宗
祖
ツ
オ
ン
カ
パ
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
ゲ
ル
ク
涯
の
最
大
寺
院
で
あ
り
、

ガ
ン
J

ア

ン
座
主
は
最
高
の
皐
借
が
つ
く
地
位
で
あ
っ
た
。

ハ
ル
ハ
最
高
位
の
高
僧
に
し
て
ト
シ
エ

l
ト
H

ハ
ン
の
弟
、

ジ
ェ
ブ
ッ
ク
ン
ダ
ム
パ
の
俸
記

は
舎
盟
の
模
様
を
以
下
の
よ
う
に
停
え
て
い
る
。

そ
の
秋
、

チ
ベ
ッ
ト
か
ら
最
勝
の
勝
者
王
(
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
)
の
名
代
で
あ
る
ガ
ン
デ
ン
寺
の
座
主
御
前
ガ
ワ
ン
ロ
ド
ゥ

l
ギ
ャ
ム
ツ

ォ

官
官
同

ι
Z回
開

E
o
m『

g
a
E
E任
。
〉
御
前
と
大
王
(
清
皐
帝
)
の
名
代
で
あ
る
ア
ラ
ニ
向
書
が
遣
わ
さ
れ
て
、

〔ハ

ル
ハ

〕
七
旗

が
ブ
レ
ー
ン
ビ
ル
チ

ェ
l
ル
と
い
う
と
こ
ろ
に
召
集
さ
れ
た
時
、
大
王
の
使
者
ア
チ
ト
チ
ュ

l
ジ
ェ

ー
が
大
王
の
命
令
に
よ

っ
て
こ
の
主

(
ジ
ェ
ブ
ツ
ゥ
ン
ダ
ム
パ
)
を
曾
盟
の
依
佑
舎
に
お
招
き
し
た
。
こ
の
主
と
ガ
ン
デ
ン
座
主
の
お
二
人
は
御
座
を
同
じ
高
さ
に
な
ら
べ
て
舎



合
し
、
相
互
に
親
し
く
語
り
合
わ
れ
た
。
最
勝
の
勝
者
王
と
大
王
の
二
つ
の
書
簡
が
讃
み
上
げ
ら
れ
た
。
:
・
:
一
合
同
盟
の
席
上
で
政
治
と
傍

教

(mN宮田
m
r
2
2
宮
)
に
資
す
る
議
論
を
な
さ
っ
た
こ
と
な
ど
を
大
王
に
報
告
申
し
上
げ
る
た
め
に
、

メ
ル
ゲ
ン
H
H
パ
ン
デ
ィ
タ
H
ラ

プ
ジ
ャ
ム
パ
と
御
孫
ガ
ン
デ
ン
ド
ル
ジ
ェ
の
お
二
方
が
大
王
の
お
側
に
涯
遣
さ
れ
た
宙
吋
云
・

8
巴

'zv

る
。
こ
れ
は
先
の
清
皇
帝
の
認
識
と
一
致
し
よ
う
。

上
記
史
料
の
傍
線
部
二
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
遁
り
、
こ
の
後
世
に
名
を
残
す
舎
盟
は
、

『
朔
漠
』
に
よ
る
と
、

政
治
と
併
散
の
話
し
合
い
の
席
と
概
括
さ
れ
て
い

ハ
ル
ハ
の
左
右
翼
の
ハ
ン
が
併
像
の
前
で
和
解
の
誓
約
を
た
て
舎

盟
は
終
結
し
た
。

そ
の
翌
年
(
康
照
一
一
六
年
)
の
正
月
丙
申
、
ハ
ル
ハ
左
右
翼
の
ハ
ン
は
清
皇
帝
に
隼
競
を
奉
り
た
い
と
の
申
し
出
を
行
っ
た
。
遊
牧
民
枇
舎

で
は
主
人
の
武
動
を
稽
え
ん
が
た
め
に
、
臣
下
が
ハ
ン
競
を
奉
呈
す
る
例
は
珍
し
く
は
な
い
。
こ
の
申
し
出
を
清
皇
一
帝
は
却
下
し
た
が
、
重
要

な
の
は
、
ハ
ル
ハ
が
清
皇
一
帝
に
隼
競
を
奉
る
際
清
皇
帝
一
が
ダ
ラ
イ
ラ
マ

と
協
力
し
て
舎
盟
を
聞
い
て
く
れ
た
の
で
、

多
く
の
も
の
に
利
盆
あ
り
、
大
い
な
る
安
楽
を
得
た
。
政
治
は
泰
卒
に
な
り
、
併
教
も
興
隆
し
た
。

∞m
H
g
含

Z
E
C四
日
出

g
g』
5刷
出
口
己
ロ

Z
E
E
-
L
2
。E
E
o
m
田
町
と

E

E
ロ

E
E
E
W同(〈〈〉・〈。日・
ι・
2〉

並
日
済
衆
生
、
得
大
安
楽
、
道
既
蕩
卒
。
法
亦
依
布
。
(
『
朔
漠
』
巻
四
、
一
下
)

と
、
稽
競
奉
呈
の
動
機
を
「
清
皇
一一
帝
の
お
か
げ
で
併
教
が
興
隆
し
政
治
が
泰
卒
に
な
っ
た
」
と
い
う
併
数
政
治
思
想
に
お
い
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
同
じ
月
の
乙
巳
に
、

- 47ー

ハ
ル
ハ
の
ト
シ
エ

l
ト
リ
ハ
ン
が

(

8

)

 

か
つ
て
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
に
謁
見
し
に
〔
チ
ベ
ッ
ト
に
〕
行
っ
た
時
、
そ
れ
が
し
を
慈
し
み
傍
数
政
治
に
つ
い
て
の
大
い
な
る
教
え
を
御
教

示
頂
き
、
稿
説
、
加
印
を
授
か
っ
た
。

門

山

田

E

E
自
由
骨

r
g
m
E
Z百四

m
g
m
r
m
骨・

z
m
r
c
∞om-Bm
仏

OHO
与
阻
止
ロ
い
由

B
E
E
n
-
E苫
ロ
ゲ
叩

gnFEU『由
民
-mmぴ
c
n
o
r
-
Z
F冊

仏
。

HOロ
Z
Z
(〈〈
P
4
0
-・
ι-S)
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往
謁
達
頼
捌
臓
、
蒙
其
備
曲
、
授
以
遁
法
弘
訓
、
錫
以
名
競
印
街
ハ
『
朔
漠
』
各
四
、
三
上
)
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の
で
、
今
度
は
清
白
星
一
帝
一
か
ら
も
稽
披
・
加
印
を
奔
受
し
た
い
と
申
し
出
た
が
、
清
皇
帝
は
こ
れ
も
却
下
し
た
。
こ
の
二
回
に
わ
た
る
ハ
ル
ハ
リ

モ
ン
ゴ
ル
の
申
し
出
は
、
い
ず
れ
も
清
皇
帝
を
稽
え
る
文
服
で
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
併
数
政
治
が
引
き
合
い
に
だ
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
ハ
ル
ハ
、

清
皇
一
一
帝
の
南
者
に
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
封
置
さ
れ
る
こ
と
、
例
数
政
治
を
定
め
た
人
と
稽
さ
れ
る
こ
と
が
光
楽
で
あ
る
」
と
い
う
債
値
観
が
共
有

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

第
二
項

ガ
ル
ダ
ン
の
ハ
ル
ハ
侵
攻
か
ら
ド

ロ
ン
ノ

1
ル
舎
盟
ま
で

一
見
、
訪
れ
た
か
の
よ
う
に
見
え
た
卒
和
は
、
四
月
甲
寅
に
理
藩
院
向
書
ア
ラ
ニ
の
も
と
に
届
い
た
一
通
の
書
肢
に
よ
っ
て
脆

く
も
う
ち
破
ら
れ
た
。
書
肢
は
ガ
ル
ダ
ン
か
ら
の
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
、
舎
盟
の
席
上
に
お
い
て
、
前
述
の
ジ
ェ
ブ
ツ
ゥ
ン
ダ
ム
パ
が
ダ
ラ

こ
う
し
て
、

イ
ラ
マ
の
使
者
と
劉
等
な
形
で
舎
合
し
た
こ
と
を
非
難
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
に
そ
の
内
容
を
奉
げ
よ
う
。

聖
主
は
す
べ
て
の
も
の
を
安
楽
に
し
よ
う
と
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
に
使
者
を
遣
わ
し
て
、

〔
そ
れ
に
醸
え
て
〕
ダ
ラ
イ
ラ
マ
は
〔
ガ
ン
デ
ン
〕

- 48ー

座
主
を
迭
り
、

ハ
ン
(
清
皇
帝
)
の
使
者
と
と
も
に

〔
ハ
ル
ハ
七
〕
旗
を
召
集
し
て
舎
盟
を
聞
い
た
。
こ
の
曾
盟
に
お
い
て
、

ジ
ェ
ブ

ツ
ゥ
ン
ダ
ム
パ
が
〔
ガ
ン
デ
ン
〕
座
主
と
舎
合
し
た
の
は
、
誠
に
道
理
を
得
な
い
。
こ
れ
を
人
づ
て
に
聞
い
た
が
、
も
し
こ
れ
が
員
賞
で

あ
る
な
ら
、
法
に
か
な
わ
な
い
事
で
あ
る
。

先
に
内
大
臣
が
来
た
時
に
、

聖
主
の
お
考
え
と
し
て
「
数
え
と
言
え
ば
寅
帽
の
数
え
で
あ

り
、
ラ
マ
と
言
え
ば
ダ
ラ
イ
ラ
マ
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
た
。
大
臣
た
ち
、
汝
ら
が
黄
帽
の
教
え
に
よ
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
見
て
、
寅

行
す
べ
き
で
あ
る
。
わ
た
し
は
黄
帽
の
施
主
で
あ
る
の
で
、
聞
い
た
通
り
の
話
を
大
臣
達
に
書
い
て
、
途
っ
た
。
大
瞳
、
併
数
政
治
に
と
っ

て
何
が
い
い
か
と
い
う
こ
と
を
明
白
に
〔
記
し
た
〕
返
書
を
迭
ら
れ
た
し
。
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u
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H
M
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岳
町
ロ
ロ
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白
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σ同
日
ロ
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仏
OHO
印
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ロ
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刊

百

Z
5
0」
O
B
Z
包
ロ

r
g
-
E
B
E
r
m
5
m
m
-
5
0
(当
kr
・
40H・
品
・
邑
i
r
r
)
・

聖
主
欲
使
大
衆
安
祭
、
遺
使
於
達
頼
刑
噺
。
達
頼
胴
嚇
遣
西

勤

園

、

舎

盟

七

旗

是

役

也

。
折
ト
傘
丹
巴
興
西
勤
園
相
見

之
穫
。
殊
属
未
賞
。
此
係
得
之
俸
聞
者
、
如
果
員
、
則
蔦
無
是
理
也
。
前
内
大
臣
来
時
、
擦
云
、
聖
主
之
意
、
以
震
法
門
者
責
帽
法
門
、

刑
噺
者
達
頼
刑
噺
也
。
諸
使
臣
告
田
現
有
袴
於
責
帽
法
門
者
而
行
之
。

/
我
等
乃
責
帽
之
施
主
。
故
以
所
聞
之
言
、
致
書
於
諸
大
臣
、
大
約

道
法
以
何
者
魚
tzR

其
明
白
致
覆。

輿
天
使
僧
佳
、

(
『
朔
漠
』
巻
四
、
五
下
J
六
上
〉

さ
を
同
じ
に
し
た
こ
と
、

上
述
の
『
ジ
ェ
ブ
ツ
ゥ
ン
ダ
ム
パ
一
世
停
』
傍
線
部

一
に
あ
る
よ
う
に
、
舎
盟
の
際
に
ジ
ェ
ブ
ツ
ゥ
ン
ダ
ム
パ
が
ガ
ン
デ
ン
座
主
と
座
の
高

ま
た
、
別
の
箇
所
に
も
ガ
ル
ダ
ン
が

「ガ

ン
デ
ン
座
主
に
略
式
濯
頂
な

za宇
g
m〉
を
お
願
い
し
な
い
と
は
ど

う
い
う
こ
と
だ
。
」
宙
寸
F
A
・
2
巳
)
と
ジ
ェ
ブ
ツ

ヮ
ン
ダ
ム
パ
を
な
じ
っ
た
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

ガ
ル
ダ
ン
が
ジ
ェ
ブ
ツ
ヮ
ン
ダ
ム
パ
を

- 49ー

非
難
し
た
理
由
は
、

ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
使
者
で
あ
る
ガ
ン
デ
ン
座
主
に
師
躍
を
と
ら
な
か
っ
た
黙
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
ガ
ン
J

ア

ン
座
主
に
射
す
る
非
櫨
が
、

上
記
の
よ
う
な

「
ラ
マ
と
言
え
ば
ダ
ラ
イ
ラ
マ

、
教
え
と
言
え
ば
寅
帽
涯
で
あ
る
と
い
う
以
上
、
併
数
政
治
に
よ

い
返
室
田
を
塗
れ
」
と
い
う
議
論
に
つ
な
が
る
た
め
に
は
可
ガ
ン
デ
ン
座
主
に
師
瞳
を
と
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
ダ
ラ
イ
ラ
マ
に
師
瞳
を
と
ら
な

い
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

い
こ
と
、
そ
れ
は
『
併
数
(
兵
鐙
的
に
は
糞
帽
波
の
教
え
)
に
の
っ
と
っ
た
政
治
』
を
行
わ
な
い
こ
と
」
と
い
っ
た
論
理
を
伏
在
せ
ね
ば
な
ら
な

つ
ま
り
、
ジ
ェ
ブ
ツ
ゥ
ン
ダ
ム
パ
は
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
提
唱
す
る
傍
教
に
よ
る
政
治
」
を
観
し
た
が
放
に
ガ
ル
ダ

ン
の
非
難
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

こ
の
後
、

五
月
辛
卯
に
ジ
ェ
ブ

ツ
ゥ
ン
ダ
ム
パ
か
ら
清
皇
帝
の
も
と
に
、

ガ
ル
ダ
ン
が
自
分
を
問
責
し
て
き
た
旨
を
報
告
す
る
書
肢
が
眉
い

443 

た
。
こ
の
書
扶
の
内
容
か
ら
見
て
、

ガ
ル
ダ
ン
は
ジ
ェ
ブ
ツ
ゥ
ン
ダ
ム
パ
に
清
皇
帝
へ
迭
っ
た
書
簡
と
同
内
容
の
書
肢
を
迭
っ
た
よ
う
で
あ
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ガ
ル
ダ
ン
の
三
者
聞
で
印
座
に
同

じ
情
報
が
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
松
田
時
チ
ベ
ッ
ト
併
教
を
逼
じ
て
三
者
聞
に
共
通
の
外
交
基
盤
が
形
成
さ
れ
て
い
た
詮
左
と
な
ろ
う
。

る
。
こ
の
よ
う
に
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
数
え
に
基
づ
く
政
治
」
が
問
題
に
さ
れ
た
場
合
、
清
皇
帝
、

、
レ
、
、

ノ
'
'
'
ノ

康
照
一
帝
は
嘗
初
、
ガ
ル
ダ
ン
や
ジ
4

プ
ツ
ゥ
ン
ダ
ム
パ
か
ら
報
告
を
受
け
て
も
、
事
態
を
重
要
現
せ
ず
放
置
し
て
い
た
。
し
か
し
賦
況
は
漸

く
悪
化
し
、
康
照
二
七
年
六
月
庚
申
、
ガ
ル
ダ
ン
が
ハ
ル
ハ
に
侵
入
し
て
エ
ル
デ
ニ
リ
ジ
ョ
ー
を
破
壊
し
た
と
の
報
告
が
清
廷
に
入
っ
た
。
康

照
二
七
年
七
月
甲
民
の
僚
に
は
、
ガ
ル
ダ
ン
が
エ
ル
デ
ニ

H
ジ
ョ
l
寺
を
破
壊
し
た
際
の
名
分
が
、
ガ
ル
ダ
ン
の
言
葉
と
し
て
以
下
の
よ
う
に

記
録
さ
れ
て
い
る
。

ジ
ェ
プ
ツ
ゥ
ン
ダ
ム
パ
、

ト
シ
エ

I
ト
リ
ハ
ン
、
彼
ら
は
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
教
え
に
背
き
、

〔
ガ
ン
デ
ン
〕
座
主
を
傘
ば
ず
、
私
が
こ
こ
か

ら
併
数
政
治
に
と
っ
て
よ
い
こ
と
が
是
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
を
述
べ
る
と
、
彼
ら
は
か
え
っ
て
そ
れ
を
非
と
し
て
、
兵
を
起
こ
し
た
。
ゎ

た
し
は
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
威
光
の
も
と
に
、

〔
ハ
ル
ハ
に
〕
来
て
彼
ら
の
住
ま
い
を
壊
し
た
。

- 50ー
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mm担
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同
「
日
仏
冊
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ゲ
丘
町

w
n
o
o
z
-
-
F
E
-
Z

E
E
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自
己

E
Z
H
F
仏

白

井

合

p
t酌

E
S
E
E
r由
民
己
岳
町
(
巧

kfz-・品
u
ω
N
与〉

折
卜
傘
丹
巴
土
謝
園
汗
蓮
達
頼
刑
嚇
数
、

達
頼
則
姉
之
霊
、
来
設
其
居
。

不
傘
瞳
西
勤
圏
、
我
告
之
以
躍
法
、
蹄
好
震
是
。
而
彼
反
以
篤
非
。
寛
輿
兵
而
来
。
我
於
此
伎

(
『
朔
漠
』
巻
四
、
二
二
下
J
一一一一一上)

こ
の
よ
う
な
ガ
ル
ダ
ン
の
主
張
を
受
け
て
康
照
一
帝
は

そ
の
同
日
中
に
、

汝
ら
オ
イ
ラ
ト
・
ハ
ル
ハ
は
と
も
に
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
併
数
政
治
に
従
っ
て
い
る
。
ダ
ラ
イ
ラ
マ
は
も
と
よ
り
一
切
の
有
情
に
利
盆
を
な

し
、
育
み
、
仲
良
く
安
ら
か
に
暮
ら
す
よ
う
に
。
壊
す
な
か
れ
、
滅
び
る
な
か
れ
と
説
い
て
い
る
。
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ω
u
r〉

爾
厄
魯
特
曙
爾
曜
、
倶
運
行
達
頼
刑
噺
道
法
。
達
頼
卿
噺
向
来
利
済
衆
生
。
欲
使
岡
野
和
陸
、

や
は
り
、
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
併
数
政
治
に
従
っ
て
、
和
睦
し
ろ
」
と
、

不
致
敗
亡
(
『
朔
漠
』
巻
四
、
二
四
下
)

ハ
ル
ハ
と
オ
イ
ラ
ト
の
雨
者
に
呼
び
か
け
た
。

つ
ま
り
、

ガ
ル
ダ
ン
は

「
傍
教
政
治
」
の
た
め
に
ハ
ル
ハ
を
討
伐
し
、
清
皇
帝
は
同
じ
く
「
併
数
政
治
」
を
引
き
合
い
に
だ
し
て
そ
の
行
動
を
停
止
さ
せ
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。
こ
の
直
後
「
ト
シ
エ
I
ト
H
ハ
ン
が
ガ
ル
ダ
ン
に
大
敗
す
」
と
の
報
が
清
廷
に
届
い
た
た
め
、
清
朝
は
八
月
乙
巴
に
ト
シ
エ
I
ト

H

ハ
ン
が
難
民
化
し
た
場
合
、
中
圏
内
地
に
牧
容
し
て
保
護
す
る
と
の
方
針
を
決
め
た
。
九
月
丁
丑
、

ト
シ
エ

l
ト
H
ハ
ン
と
ジ
ェ
ブ
ツ
ゥ
ン

ダ
ム
パ
が
部
下
を
率
い
て
清
朝
に
保
護
を
求
め
た
。
同
月
甲
申
、

携
え
て
開
還
し
た
。
そ
の
書
肢
に
よ
る
と

四
月
に
ガ
ル
ダ

γ
の
も
と
に
涯
遣
さ
れ
た
バ
イ
リ
が
、

ガ
ル
ダ
ン
の
書
肢
を

ン
デ
ン
〕
座
主
の
坐
を
な
い
が
し
ろ
に
し、

ま
た
、
汝
(
康
照
帯
)
の
敷
に
も
背
き
、

ジ
ェ
ブ

ツ
ゥ
ン
ダ
ム
パ
の

二
人
は
、

ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
言
葉
に
背
い
て
〔
ガ

四
オ
イ
ラ
ト
を
侵
犯
し
、
妄
り
に
振
る
舞
っ
た
こ

- 51ー

{
康
照
二
七
年
九
月
甲
申
}

ハ
ル
ハ
の
ト
シ
エ

1
ト
H
ハン、

と
は
以
上
の
よ
う
で
あ
り
、
大
い
な
る
道
理
な
き
行
い
を
次
々
と
な
し
た
反
逆
人
で
あ
る
こ
と
は
員
で
あ
る
。
あ
の
よ
う
な
併
数
政
治
に

劃
す
る
反
逆
行
震
を
考
え
る
と
わ
た
し
共
の
〔
言
い
分
の
方
が
〕
筋
が
遁
っ
て
い
よ
う
。

日内同

-w白
F
Z田
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目
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g
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c
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m
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C
E
r
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HHσ
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省
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}
g
r
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印
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ロ
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口
-

U『印
E
r同
甘
円
四
回
田
子
ロ
ロ
ロ
ぃ

UH白
}
日
同
百
円

mFU『
2
・

Hm豆
島

巾

仏

。

H
o
m
E〕
百
円

U

P

E回目
r
uロ

可
同
ゲ

c
r同
ゲ
印
肉
ロ
ロ
』
ロ
ゲ

rm
口
同
ロ
・

(
巧
〉
・

，、。--∞
-
H
O
ω
〉

略
爾
略
土
謝
園
汗
折
卜
傘
丹
/
巴
南
人
、
違
達
頼
捌
腕
之
言
、
降
斥
西
勤
圃
坐
位
。
叉
遺
旨
、
侵
擾
我
四
厄
魯
特
、
横
行
如
此
。
賞
係
恋

感
無
道
之
人
也
。
彼
既
惇
道
蔑
法
而
行
。
則
我
之
理
直
失
。

(
『
朔
漠
』
巻
五
、
八
下
J
九
上
)
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と

「
ハ
ル
ハ
は
併
数
政
治
に
劃
す
る
反
逆
行
震
を
行
っ
て
い
る
が
故
に
自
分
の
言
い
分
の
方
が
筋
が
通
っ
て
い
る
」
と
の
主
張
を
行

っ
た
。
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こ
の
ガ
ル
ダ
ン
の
主
張
は
最
後
ま
で
獲
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

一
一
月
甲
申
、

ガ
ル
ダ
ン
の
も
と
に
涯
遁
さ
れ
て
い
た
侍
街
ア
l
ナ
ン
ダ
(
阿
南
逮
八

ωr・〉
E
E乙
と
チ
ャ

ク
ナ
ド
ル
ジ

ェ
(
商
南
多
爾
済

〈
プ

r
-
z
z
m
E
L
o
ユ
0
)

が
蹄
還
し
て
、
ガ
ル
ダ
ン
が
清
皇
帝
に
劃
し
て

汝
(
康
照
一
帝
〉
が
俳
数
政
治
の
た
め
に
私
に
劃
し
て
論
旨
を
下
し
た
こ
と
を
、

私
は
大
饗
嬉
し
く
思
う
。

康
照
一
帝
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
例
数

政
治
を
よ
そ
に
す
る
よ
う
な
こ
と
を
、
私
は
決
し
て
行
お
う
と
い
う
気
は
な
い
。

zd弓白
色
O
H
O

与
と
E
H
』
同
ロ
ロ

5
5
L
m
c
-
Eゲロ
r
g
m
m叩
玄

白

HUσ
己
印
口
同

m
c丘
四
日
ゲ
「
同
ヨ
ロ
ゲ
己
白
口
市
川
「
田
口
宏
一
白
二
回
日
白
片
仏
O
H
O
凹
}
戸
田
ヒ
ロ

2

E

C自
由

-
3
2
Z
B巾
ヨ
ゲ
ロ
E
8
3
m山
口
巳
口
同
一
向
口
・

(巧
PJE--
日.ロ
s)

汝
等
識
我
以
躍
法
、
我
甚
喜
悦
。
我
並
無
自
外
於
中
華
皇
帝
蓮
頼
刑
噺
雄
法
之
意。

と
、
「
例
数
政
治
の
中
で
行
動
し
て
い
る
、
康
照
一
帝
の
書
簡
を
考
慮
し
て
あ
る
」
と
含
み
の
あ
る
返
答
を
し
た
こ
と
を
俸
え
た
。

〈
『
朔
漠
』
各
五
、

一
四
下
)

第
三
項

ガ
ル
ダ
ン
の
清
の
内
地
侵
攻
か
ら
清
軍
の
出
動
ま
で
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翌
康
照
二
八
年
正
月
、
康
照
一帝一
は
ダ
ラ
イ
ラ
マ
に
劃
し
て
、

ー
ト
H

ハ
ン
の
封
立
を
仲
裁
す
る
た
め
に
使
者
を
涯
遣
す
る
よ
う
に
要
請
し
た
。

一
二
月
辛
未
、

寺
の
僧
院
長
(
善
巴
陵
堪
卜
〈
ご
曲
目
白
宮
間
口
口
問
自

F
2
3〉
が
清
皇
帝
の
も
と
に
至
っ
て
、

ハ
ル
ハ
を
清
朝
の
領
域
内
に
保
護
し
た
こ
と
を
報
告
し、

ガ
ル
ダ
ン
と
ト
シ
エ

ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
使
者
と
し
て
チ
ャ

ン
バ
リ
ン

ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
言
葉
と
し
て
「
ト
シ
エ

l
ト
リ

ハ
ン
と
ジ
ェ
ブ
ツ
ゥ
ン
ダ
ム
パ
を
ガ
ル
ダ
ン
に
引
き
渡
す
よ
う
に
」
と
俸
え
た
。

た
だ
し
、
僧
院
長
は
ダ
ラ
イ
ラ
マ
本
人
に
直
接
舎
っ
て
そ
の

言
葉
を
聞
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
掻
政
サ

ン
ゲ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
を
介
し
て
こ
の
言
葉
を
得
て
い
た
。
周
知
の
通
り
、

一
六
八
三
年
に
ダ
ラ
イ
ラ
マ

五
世
は
遷
化
し
て
お
り
、
揖
政
が
そ
の
死
を
秘
匿
し
て
、
占
い
や
シ
ャ

l
マ
ン
の
言
葉
に
よ
っ
て
決
定
し
た
政
策
を
五
世
の
意
志
と
し
て
周
り

に
俸
え
て
い
た
た
め
、
誰
も
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
の
姿
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
同
日
中
に
出
さ
れ
た
清
皇
帝
の
返
書
は
、

「
チ
ャ
ン
バ
リ
ン
寺
僧
院
長
が
俸
え
る
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
言
葉
は
、
有
情
に
利
盆
を
な
さ
ん
と



す
る
ダ
ラ
イ
ラ
マ
自
身
の
言
葉
と
は
思
え
な
い
」
と
言
う
も
の
で
、
結
果
と
し
て
は
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
の
死
を
見
透
す
も
の
と
な
っ
た
が
、
こ

こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
清
皇
帝
は
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
言
葉
」
を
は
ね
つ
け
る
と
い
う
形
に
せ
ず
、
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
言
葉
で
な
い
か
ら
は
ね
つ

け
る
」
と
、

「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
数
え
」
に
背
く
こ
と
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
論
理
を
組
み
立
て
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
数
年
後
、

サ
ン
ゲ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
が
五
世
の
死
を
公
表
し
た
際
、
清
皇
一
帝
は
サ
ン
ゲ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
が
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
名
の
も
と
に
護
言
し
て
い
た
こ
と
を

「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
言
を
編
っ
た
」
も
の
と
非
難
し
た
が
、
こ
れ
に
劃
し
て
サ
ン
ゲ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
は
「
こ
れ
か
ら
は
シ
ャ

l
マ
ン
や
占
い
の
結
果

に
よ
っ
て
意
志
を
停
え
る
」
と
し
た
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
の
遺
言
に
従
っ
て
行
っ
て
い
た
故
に
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
教
え
を
踊
っ
た
」
の
で
は
な
い

と
い
う
論
理
を
展
開
し
た
(
〉
『
白
色
L
S
o・

s-食
!
日

3
0
こ
の
雨
者
の
言
い
分
に
お
い
て
も
、

「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
言
葉
に
背
か
な
い
」
こ
と
が

共
通
の
了
解
事
項
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

せ
た
。
こ
う
し
て
、

そ
し
て
、
康
照
二
九
年
三
月
、
康
岡
山
一
帝
は
ド
ロ
ン
ノ

l
ル
の
地
に
ハ
ル
ハ
の
左
右
翼
を
召
集
し
て
、
清
に
劃
し
て
正
式
に
臣
下
の
薩
を
と
ら

ガ
ル
ダ
ン
は
ト
シ
エ

l
ト
ハ
ハ
ン
を
求
め
る
た
め
に
は
、
清
朝

ハ
ル
ぐ
が
清
朝
の
内
地
に
保
護
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

の
領
域
内
へ
侵
攻
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
六
月
、

ガ
ル
ダ
ン
軍
は
は
じ
め
て
内
地
に
侵
攻
し
、

ウ
ジ
品
ム
チ
ン
を
略
奪
し
た
。
清
朝
は
た

- 53ー

だ
ち
に
臨
戦
態
勢
に
入
り
、
同
月
甲
申
に
は
ガ
ル
ダ
ン
に
侵
犯
の
員
意
を
た
だ
す
書
簡
を
逢
っ
た
。
そ
し
て
、
七
月
辛
卯
に
は
和
碩
裕
親
王
一
踊

全
を
撫
遠
大
勝
軍
に
、
和
碩
恭
親
王
常
寧
を
安
北
大
将
軍
に
任
命
し
た
。
清
は
軍
隊
を
涯
遣
す
る
理
由
を
ガ
ル
ダ
ン
に
劃
し
て
以
下
の
よ
う
に

説
明
し
た
。
{
康
照
二
九
年
七
月
戊
戊
】
聖
主
が
特
に
和
碩
裕
親
王
と
皇
長
子
を
迭
っ
て
、
設
の
方
へ
傍
数
政
治
を
相
談
し
、
こ
れ
よ
り
以
後
、
と
こ

し
え
に
大
い
に
卒
和
に
な
る
よ
う
に
し
よ
う
と
来
た
の
で
あ
る
。
先
に
、
我
が
大
兵
が
ロ
シ
ア
と
和
解
し
に
行
っ
て
、
闘
わ
ず
し
て
戻
つ

た
こ
と
を
汝
も
知
っ
て
い
よ
う
。
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白

g
自
由

mm口
市

防

止

血

宮

古

曲

目

白

白

二

-
z
r四
回

二

ロ

ロ

印

国

百

戸

(

巧

〉

-JE--NNSr)

聖
上
特
遣
和
碩
裕
親
王
及
皇
長
子
来
、
興
汝
申
明
理
法
。
自
蛮
以
佳
、
永
定
盟
好
。
汝
不
聞
、
前
者
我
朝
出
兵
至
俄
羅
斯
、
以
雄
和
好
、

不
戦
市
蹄
乎
。
(
『
朔
漠
』
巻
七
、
二
ハ
下
J
一
七
上
〉

つ
ま
り
、
皇
子
を
出
軍
さ
せ
る
の
は
「
併
数
政
治
に
つ
い
て
相
談
す
る
た
め
」
で
あ
り
、

「
そ
ち
ら
の
出
方
に
よ
っ
て
は
軍
隊
を
動
か
さ
ず
に

事
は
終
わ
る
」
と
通
達
し
た
の
で
あ
る
。
同
月
壬
寅
に
は
ガ
ル
ダ
ン
が
ダ
ル
ハ
ン
リ
ゲ
ロ
ン
を
使
者
と
し
て
送
り
、

{
康
照
二
九
年
七
月
壬
寅
}
ハ
ル
ハ
と
言
え
ば
、
わ
た
し
の
仇
人
で
あ
る
。
彼
ら
を
追
跡
す
る
と
言
い
つ
つ
、

カ
ロ
ン
の
中
に
入
っ
た
。

も
と
よ
り
中
園
の
ハ
ン
の
併
教
政
治
の
中
に
あ
っ
た
の
で
、
決
し
て
妄
り
に
行
動
す
る
こ
と
は
な
い
。
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ロ
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口
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ロ
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S
F
F白
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山
田
口
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門
日
戸
口
自
ゲ
丘
町
山
口
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E
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田
口
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己
口
問

E
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曙
爾
曙
吾
響
也
。
因
迫
彼
閑
入
謹
汎
、
向
在
中
華
皇
帝
道
法
之
中
、

不
敢
妄
行
。

(
『
朔
漠
』
巻
七
、
二

O
下〉
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と
内
地
に
侵
入
し
た
目
的
は
あ
く
ま
で
、

ハ
ル
ハ
を
求
め
る
た
め
で
あ
り
、
併
数
政
治
に
仇
な
す
こ
と
は
行
わ
な
い
、
と
の
従
来
の
主
張
を
繰

り
逗
し
た
。
康
照
一帝
は
そ
れ
に
劃
し
て
、

{
康
照
二
九
年
七
月
壬
寅
}
汝
が
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
傍
数
政
治
と
同
じ
で
あ
る
と
言
う
な
ら
、
誠
に
多
く
の
有
情
の
た
め
に
、
同
じ
考
え
を

持
つ
ハ
ル
ハ
を
鎮
撫
し
て
、
わ
た
し
の
考
え
に
合
わ
せ
て
七
旗
ハ
ル
ハ
を
泰
卒
の
う
ち
に
暮
ら
さ
せ
よ
う
と
思
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
そ
れ
を
非
と
し
て
、
人
の
妻
子
を
分
か
ち
、
骨
肉
を
分
離
さ
せ
、
次
第
に
前
進
し
カ
ロ
ン
に
侵
入
し
、
四
つ
の
佐
領
の
人
を
襲
っ

た
。
併
数
政
治
に
お
い
て
か
く
の
ご
と
く
行
え
と
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ダ
ラ
イ
ラ
マ
が
汝
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
な
せ
と
言
っ
た
で

あ
ろ
う
か
。
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汝
調
興
達
頼
刑
噺
道
法
帰
一
、
則
嘗
憐
念
衆
生
、
同
心
以
安
曙
爾
唱
、
令
七
旗
同
享
安
楽
、
以
仰
副
脹
意
、
乃
反
建
殺
裁
、
折
人
妻
子
、

離
人
骨
肉
、
漫
海
港
地
、
掠
及
四
佐
領
之
人
、
撲
之
劃
樹
、
可
若
是
行
乎
P

恐
達
頼
則
姉
、
未
必
使
汝
潟
此
也
(
『
朔
漠
』
巻
七
、
二
二
上
)

と
、
人
々
を
離
散
さ
せ
苦
し
め
る
ガ
ル
ダ
ン
の
行
動
こ
そ
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
併
数
政
治
に
著
し
く
反
す
る
も
の
だ
と
反
論
し
た
。
こ
の
や
り
と

り
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
こ
こ
ま
で
朕
況
が
緊
迫
し
て
も
い
ま
だ
ガ
ル
ダ
ソ
、
康
照
一
帝
の
整
方
と
も
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
併
数
政
治
の
も
と
に
、

表
面
か
ら
見
る
限
り
で
は
軍
事
衝
突
を
避
け
つ
つ
、
各
々
自
分
の
目
的

i
|
'ガ
ル
ダ
ン
に
と
っ
て
は
ト
シ
エ

l
ト
H

ハ
ン
、
ジ
ェ
プ
ツ
ゥ
ン
ダ

ム
パ
を
捕
獲
す
る
こ
と
、
康
照
一
帝
に
と
っ
て
は
、

ガ
ル
ダ
ン
を
領
外
に
撤
退
さ
せ
る
こ
と
t

ー
ー
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
七
月
末
の
ウ
ラ
ン
プ
ト
ン
の
決
戦
に
い
た
る
ま
で
の
短
期
間
、
撫
遠
大
将
軍
一
帽
全
や
皇
長
子
の
言
葉
の
中
に
は
、

「
併
教
政
治
」

- 55ー

の
言
葉
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

(

9

)

 

た
と
え
ば
、
巻
七
、
三
九
上
の
皇
長
子
の
言
葉
で
あ
る
「
講
信
修
瞳
」
の
原
文
は
「
併
数
政
治
を
定
め
る
た
め
に
相
談
す
る
」
を
意
味
す
る

仏

OHO
田
宮
〕
』
ロ
ゲ
ム
¥
件
。

-aoゲ
ロ

B叩
ぬ
町
田
口
同
巾
町
四

で
あ
り
、

ま
た
、
裕
親
王
一
隅
全
の
言
葉
で
あ
る
、

四
二
下
七
の
「
和
好
」
と
四
三
下
五
の
「
修

好
」
の
原
文
は
い
ず
れ
も
「
悌
数
政
治
を
定
め
る
」
と
語
す
べ
き

L
O
H
O
M
r
4
E
Z
E
E
o
z・
で
あ
り
、
皇
長
子
の
瑳
言
中
に
あ
る
巻
入
、

四
下
六
の
「
講
躍
修
好
」
の
原
文
は
「
悌
数
政
治
の
た
め
に
話
し
合
う
」
を
意
味
す
る

L
0
5
岱
と

E
ご
と
古
色

2
8
5巾
で
あ
り
、
巻
八
、

一
一
上
二
一の
「
定
瞳
好
」
の
原
文
も
仏
O
B
各
国
〕
古
同
g
g
r
m
s
-内
S
E
E
-
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
用
例
が
す
べ
て
、
皇
子
達
が
皇
帝
に
向
け
て
出
し
た
報
告
書
、
い
わ
ば
、
外
部
に
劃
し
て
建
前
を
示

す
た
め
の
書
簡
で
は
な
く
、
内
部
文
書
の
中
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
皇
子
が
出
軍
し
た
目
的
が
、
公
的
レ
ヴ
ェ
ル
ば
か
り
か
私
的
レ
ヴ

ェ
ル
で
も
「
傍
数
政
治
を
定
め
る
た
め
の
話
し
合
い
」
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
皇
長
子
達
は
、
内
地
に
侵
入
し

449 
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た
賊
ガ
ル
ダ
ソ
を
討
伐
す
る
た
め
に
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
傍
数
政
治
を
話
し
合
う
と
い
う
名
分
の
も
と
に
出
軍
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
四
項

ウ
ラ
ン
プ
ト
ン
決
戦
前
後

八
月
一
日
に
清
軍
と
ガ
ル
ダ
ン
は
ウ
ラ
ン
プ
ト
ン
の
地
で
軍
事
衝
突
を
起
こ
し
た
。
そ
の
結
果
、

ガ
ル
ダ
ン
は
破
れ
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
か
ら
涯

遣
さ
れ
た
ジ
ェ
ド
ゥ
ソ

H
ト
ゥ
ル
ク
(
済
隆
額
爾
徳
尼
)
が
仲
裁
に
入
っ
た
。
ガ
ル
ダ
ン
は

{康
照
二
九
年
八
月
笑
酉
}
ダ
ラ
イ
ラ
マ
が

〔
事
情
を
〕
明
ら
か
に
お
知
り
に
な
り
、

ジ
ロ
ン
エ
ル
デ
ニ
(
ジ
ェ
ド
ヲ
ン
H

ト
ク
ル
ク
〉
を

併
数
政
治
の
た
め
に
遣
わ
さ
れ
た
。
今
皇
一
帝
一
の
思
恵
を
賜
る
な
ら
ば
、

わ
た
し
は
こ
れ
よ
り
以
後
決
し
て
ハ
ル
ハ
を
犯
さ
な
い
。
謹
ん
で

捺
印
し
た
書
を
献
じ
た
。

門
町
一
色
]
回
目
白
ゲ
c
r
F
5
r巾
mu
』山門戸
H

ロ
m
m
E
O門戸一寸叩仏
O円
o
m
r
3
5
-
』丘一ロ

S
F口
E
r白
E
-
g
r
z
J
Sロぬ門出}内叩巴

p
r
r
c
D
σ
日

u
p
znr

ゲ一巾ト円巾
n
F
m巾
-r己
ロ
白
r
D
}内
同
}
}
内
白
げ
而
口
市
nFH白]内
D-
m
z
m
m
c一目
白
色
OHOロ
m
町一
E
E
E
Z
Z
白
-
F
E
E
-
(d〈〉-〈
0
7

∞・

5
5
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達
頼
刑
瞬
明
壁
、
遺
構
隆
額
爾
徳
尼
来
、
責
以
瞳
法
。
今
倫
蒙
皇
一
帝
恵
好
、
則
自
此
不
敢
犯
曙
爾
略
、
謹
以
印
文
鶏
験
。
(
『
朔
渓
』
各
八
、

一
二
上
)

と
い
う
言
葉
を
残
し
長
域
外
に
離
脱
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
三
ヶ
月
程
、過
し
た
一
一
月
甲
辰
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
が
青
海
ホ
シ
ョ
ト
と
ガ
ル
ダ
ン
を
代

表
し
て
清
皇
一
帝一
に
隼
競
奉
呈
を
申
し
出
る
書
簡
を
、
逸
っ
て
き
た
。
そ
の
写
競
と
は

ご
切
の
有
情
を
哀
れ
み
、
争
い
を
鎮
め
、
徳
を
宣
揚
す
る
、

至
聖
文
殊
東
の
ハ

ン
」

z
g
R
m
g
m
m
m
ゲ
町
田
町
回
同
印
巾
自
由
肉
。
m-5・
同
山
口
ロ
ゲ
ロ
ロ

Z
E
r
o
E
H
何
百
E
ユ
ゲ
四

mm-m門
司
自

H
P
E
U
2
2
8
Lロロロ
mm叩
B
S
}
5
E

円山内
H
1
m

山F
F白ロ・

(
4
〈〉・〈

o--∞-
A

定山『)

「
大
慈
普
度
、
息
字
、
錫
一
帽
、
至
聖
、
上
乗
文
殊
皇
一
一
帝
」

と
、
今
回
の
争
い
を
仙
収
め
た
清
皇
一
一
帝
を
、
文
殊
菩
薩
と
し
て
併
教
的
な
文
脹
で
稽
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(
『
朔
漠
』
巻
八
、
一
一
一
一
一
一
上
)

門山由
H

包
は
漢
詩
『
朔
漠
』
の
よ
う
に



「
上
」
と
誇
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
文
殊
菩
薩
が
東
方
の
菩
薩
で
あ
る
こ
と
、
清
皇
一
一
帝
と
劃
置
さ
れ
る
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
稽
競
に
は
西
の
一

(

叩

)

字
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
東
」
と
解
揮
す
る
事
も
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
康
照
一
一
帝
は
ハ
ル
ハ
と
オ
イ
ラ
ト
が
こ
の
戦
争
に
よ
っ

て
疲
弊
し
て
お
り
と
て
も
慶
賀
を
受
け
る
朕
況
に
は
な
い
、
と
こ
の
隼
競
の
受
け
取
り
を
却
下
し
た
。
こ
の
傘
披
に
見
ら
れ
る
清
皇
一
一帝
の
併
教

的
解
躍
が
ダ
ラ
イ
ラ
マ
や
ガ
ル
ダ
ン
か
ら
清
皇
一
帝
に
一
方
的
に
押
し
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
翌
年
、
康
照
三

O
年
五
月
己

丑
、
嘗
時
清
朝
に
す
で
に
蹄
属
し
て
い
た
ホ
ル
チ
ン
部
の
ト
シ
エ

I
ト
親
王
シ
ヤ
ジ
ン
(
沙
津
)
が
内
モ
ン
ゴ
ル
四
九
旗
を
率
い
て
奉
呈
し
よ

う
と
し
た
傘
競
も
、
同
様
の
内
容
を
有
し
て
い
た
こ
と
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
傘
競
は

「
徳
化
の
威
光
に
す
べ
て
皆
が
従
う
、
併
数
政
治
は
太
陽
の
ご
と
く
輝
く
、
甚
だ
言
語
圏
漏
で
あ
る
、
東
の
泰
卒
聖
ハ
ン
」

白
骨
自
己
者
巾
ロ
日

roHOロ
仏
叩
∞
ロ
ゲ
n
-
m
m
B
C
E
E
E
ι
0
5
田E
Uロ
田
宮
口

F
m
m
B
E
g
r
o
-
c
B
m
a
m
-印
ロ
ロ
可
Oロ
m
E
U可
岳
白
¥
円
凶
向
指
日

S
F
E
目

E
C
H
E
m
m四
宮
口
(
4〈
〉
W
4
0
-
・
5
"
N由
同

r)

「
徳
威
贋
被
、
寧
土
賓
服
、
遁
法
光
明
、
不
可
思
/
議
、
上
治
至
聖
皇
帝
」

で
あ
り
、
傍
線
部
一
は
清
皇
帝
が
併
数
政
治
を
興
隆
さ
せ
た
も
の
と
し
、
傍
線
部
二
は
、
チ
ベ
ッ
ト
語
で
ロ
閃
白
m
m
F
昏
E
m
Z
U『
zm
漢
語
で

「
語
自
在
」
す
な
わ
ち
、
文
殊
菩
薩
の
異
名
を
指
す
た
め
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
ガ
ル
ダ
ン
が
清
皇
一一
帝
に
奉
呈
し
よ
う
と
し
て
い
た
傘
競
と
符
読
す

(
『
朔
漠
』
巻
一

O
、
一
七
下
J
一
八
上
)

- 57一

る。
つ
ま
り
以
上
二
つ
の
隼
競
奉
呈
の
事
例
か
ら
、

た
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
倉
競
を
奉
呈
す
れ
ば
喜
ぶ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
て
い
た
康
照
一
帝
に
も
、
「
併
数
政
治
を
興
隆
し
た
文
殊
菩
薩
の
技
」
す

な
わ
ち
「
併
教
に
基
づ
く
政
治
の
寅
現
者
」
と
し
て
評
債
さ
れ
る
と
と
が
光
楽
で
あ
る
、
と
の
債
値
観
が
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の

ダ
ラ
イ
ラ
マ
ハ
正
確
に
は
サ
ン
ゲ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
)
に
も
ガ
ル
ダ
ン
に
も
内
モ
ン
ゴ
ル
に
も
、

ま

で
あ
る
。
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翌
康
照
一
一
二
年
九
月
戊
申
、
提
督
ス
ン
シ
ュ
ク
か
ら
員
外
郎
マ
テ
ィ
が
ガ
ル
ダ
ン
の
部
下
に
殺
害
さ
れ
た
と
の
報
告
が
入
っ
た
(
『
朔
漠
』
巻

一
二
、
一
九
上
1
二
O
上)。

そ
し
て
こ
の
頃
か
ら
ガ
ル
ダ
ン
は
再
度
ト
シ
エ

1
ト
H
H

ハ
ン
と
ジ
ェ
ブ
ツ
ゥ
ン
ダ
ム
パ
の
引
き
渡
し
を
要
求
し
始
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め
る
。
清
皇
一
帝
一
は
即
座
に
ガ
ル
ダ
ソ
に
劃
し
て
、
前
言
を
撤
回
し
た
も
の
だ
と
非
難
し
、
そ
れ
も
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
教
え
に
よ
っ
た
結
果
な
の
か

(

日

)

と
激
し
く
反
論
し
、
ほ
ぽ
同
文
の
書
肢
を
ダ
ラ
イ
ラ
マ
に
も
選
っ
た
。

と
宣
停
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
耳
に
し
、

そ
れ
に
劃
し
て
即
座
に
、

ゲ
ル
ク
涯
の
た
め
に
量
く
し
て
き
た
か
、
と
三
つ
の
例
を
あ
げ
て
反
論
し
た
。

一
一
月
に
入
る
と
、

清
皇
帝
一
は
ガ
ル
ダ
ン
が

エ
ル
デ
ニ
リ
チ
ナ
l

ジ
ェ
ー
を
涯
遣
し
て
内
モ
ン
ゴ

ル
で

「
ツ
オ
ン
カ
パ
の
教
え
を
行
お
う
」

歴
代
の
清
朝
皇
一
一帝
が
い
か
に
ツ
オ
ン
カ
パ
の
教
え
、
す
な
わ
ち
、

一
つ
は
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
を
北
京
に
招
勝
し
公
o-S)
た
こ

と
、
二
つ
目
は
、
康
照
八
年
に
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
要
請
に
従
っ
て
、
パ
グ
モ
ド
ヮ
涯
か
ら
珊
印
を
返
還
さ
せ
た
こ
と
、
三
つ
目
は
、
康
照
二
二
年

に
は
同
じ
く
ダ
ラ
イ
ラ
マ
が
「
清
朝
内
の
借
俗
に
ニ
ン
マ
涯
の
経
典
に
依
ら
な
い
で
(
臼
O

口事。
-
o
r
E
円
陣
古
)
欲
し
い
」
と
要
請
し
た
こ
と
に
従

エ
ン
マ
涯
の
経
典
を
禁
止
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
賓
例
を
あ
げ
て
、
自
分
が
い
か
に
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
宗
涯
の
黄
帽
涯
を
重
ん
じ
、

ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
要
請
に
し
た
が
っ
て
そ
の
他
の
宗
涯
の
勢
力
を
制
限
し
た
か
を
示
し
た
の
で

あ
る
。
績
い
て
康
照
一
帝
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ

し、

何
代
も
前
か
ら
ツ
オ
ン
カ
パ
の
併
教
と
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
教
え
は
わ
た
し
と
同
一
で
あ
り
、
今
、
私
が
こ
こ
で
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
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た

み
な

ツ
オ
ン
カ
パ
の
併
数
と
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
教
え
で
あ
る
。
借
侶
等
の
戴
く
も
の
は
み
な
寅
帽
で
あ
り
、
讃
請
す
る
も
の
は
み
な
ダ
ラ
イ
ラ
マ

の
経
典
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
私
は
慎
み
重
ん
じ
て
き
た
。
汝
等
の
ハ
ル
ハ
、
オ
イ
ラ
ト
も
私
と
同
じ
く
ツ
オ
ン
カ
パ
の
傍
数
、
ダ
ラ
イ

ラ
マ
の
数
え
を
傘
び
敬
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
:
:
:
こ
こ
に
お
い
て
、
私
が
久
し
く
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
と
も
に
併
教
と
政
治
を
一
つ
に

な
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

E
E
C
〕
回
一
回
口
丘
町
ゲ
凹

r
gロ
ロ
専
問

E
-
∞

ztロ
円
笠
間

-
z
g同
F
E
n
-
E
U『
S
E
E
-
m
H
H
H
m
-
m巾
B
ロ
巾
自
己

o
p
ロ叩

B
E
-
ロ
ゲ
包
叩

苫
rcH何回
m∞巾

m沼
田
口
神
的

EMmr曲目)釦』

mrと
5
・
仏
色
白
』
]
曲
目
白

F
g
n笹山山、白
HMW-同
自
白
ゲ
同
ロ
門
出
師
四
日
開

Z
H巾ロ
mm四
阿
叩

H
H
E
E
d
S可
印
ロ
自
由

}
g
F

ゲ
巳
白
同
白
目

mm白
mmHHUC
へ白}曲目

-N
R白
Fm四回目
m
w
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H
E
¥
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白
色
巳
巾
括
的
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ロ

mmc]巾同四ロ
mm四四
C
2
z・
∞
ロ
省
内

E
W白
-r同
巳
包
包
口
問
「
色
白
百
-
同

E
i--

σ
g
m
r目
Z
-
m
T
3
5
p
z
ニN
H
H
E
S己
}
比
三
ロ
ゲ

m
r
c田
弘
巳

m
g巾
関
山
口

m
m
c
F
B
E
E
-
(者
〉
・

2-・
5
・
包
与
)
・

:
:
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a
o
g
E
F
円
四
回
区



F
S回
目
¥
巾

HHMm-
仏

o
g
m
E己
口
町

H
H
E
o
p
m
o広
島

曲

げ

四

回

同

n
F
O
日玄・

(
d
〈
〉
・

4
0
-
-
H
N
-

包
『

1
8同
)

{
康
照
三
一
年
一
一
月
丁
卯
}
累
代
以
来
宗
曙
巴
之
法
、
達
頼
捌
嚇
之
敬
、
興
脹
相
符
。
是
以
朕
/
此
地
所
行
、
皆
宗
曙
巴
之
法
、
達
頭

捌
嚇
之
教
。
刑
噺
班
第
所
服
皆
責
帽
。
所
請
皆
達
頼
劇
嚇
之
経
。
朕
之
敬
雄
若
是
。
(
「
朔
漠
』
巻
一
二
、
三
八
上
下
)
:
:
:
朕
輿
達
頼
劇
蜘

道
法
/
合

一
久
会
。

(
『
朔
漠
』
巻
一
二
、
三
八
下
J
三
九
上
〉

つ
ま
り
、
自
ら
が
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
教
え
に
基
づ
く
政
治
」
を
行
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
ガ
ル
ダ
ン
に
非
難
さ
れ
る
い
わ
れ
は
な
い
、
と
主
張

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
内
容
か
ら
、
康
照
一
帝
は
ガ
ル
ダ
ン
の
と
っ
た
行
動
の
中
で
も
、

「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
教
え
に
も
と
づ
く
政
治
を
賀
行
し
て

い
な
い
」
と
言
っ
た
黙
に
つ
い
て
よ
り
強
い
怒
り
を
費
え
て
い
た
こ
と
が
讃
み
と
れ
よ
う
。

こ
の
後
、
清
朝
は
全
面
攻
勢
に
轄
じ
、
南
者
聞
に
往
来
す
る
使
者
は
途
絶
え
、
ガ
ル
ダ
ン
は
三
度
に
わ
た
る
親
征
を
受
け
追
い
つ
め
ら
れ
た

結
果
、

一
六
九
七
年
に
至
っ
て
服
毒
自
殺
を
し
た
。

一
六
八
六
年
に
始
ま
っ
た
争
飢
は
寅
に
一
一
年
の
月
日
を
経
た
後
、

よ
う
や
く
こ
こ
に
至

- 59ー

っ
て
幕
を
下
ろ
し
た
の
で
あ
る
。

お

わ

り

第
一
簡
で
は
一
女
史
料
と
滴
・
漢
・
蒙
『
朔
漠
』
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
満
州
文
『
朔
漠
』
の
優
位
性
を
明
ら
か
に
し
、
第
二
節

で
は
、
こ
の
満
文
『
朔
漠
』
に
基
づ
き
、
一
七
世
紀
後
半
、
チ
ベ
ッ
ト
、
ガ
ル
ダ
ン
、
ハ
ル
ハ

H

モ
ン
ゴ
ル
、
清
聞
で
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
抗

争
が
、
嘗
事
者
聞
で
は
「
併
数
政
治
」
と
い
う
言
葉
を
基
盤
に
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

具
瞳
的
に
は
、
康
照
一
帝
は
「
傍
数
政
治
の
た
め
に
」
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
協
力
し
て
ブ

レ
ー
ン
ビ
ル
チ
ェ

l
ル
で
舎
盟
を
ひ
ら
き
、
そ
の
席
上
で

ジ
ェ
プ
ツ
ヮ
ン
ダ
ム
パ
が
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
使
者
に
劃
し
て
非
躍
を
働
く
と
、
今
度
は
ガ
ル
ダ
ン
が

「併
数
政
治
の
た
め
に
」
ジ
ェ
ブ
ツ
ゥ
ン
ダ

ハ
ル
ハ
が
清
朝
の
領
域
内
に
逃
げ
込
み
、
ガ
ル
ダ
ン
が
そ
れ
を
追
っ
て
中
圏
内
地
に
侵
犯
す
る
と
、
康
照
一
帝
が

ム
パ
を
襲
撃
し
た
。
そ
し
て
、

453 

「併
数
政
治
を
話
し
合
う
た
め
」
に
皇
子
を
将
軍
に
任
命
し
て
出
軍
さ
せ
、

一
方
の
ガ
ル
ダ
ン
は
、

た
と
え
内
地
を
侵
犯
し
よ
う
と
も
「
傍
教
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政
治
の
た
め
に
」
妄
り
な
行
い
は
し
な
い
と
主
張
し
、

し
か
し

め
に
」
ダ
ラ
イ
ラ
マ
か
ら
涯
遣
さ
れ
た
ジ
ェ
ド
ゥ
ン

U
ト
ゥ
ル
ク
が
仲
裁
に
あ
た
り
、

ガ
ル
ダ
ン
が
去
っ
た
後
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
が
「
併
数
政

い
っ
た
ん
雨
者
が
ウ
ラ
ン
プ
ト
ン
で
交
戦
す
る
と
、
再
び

「傍
数
政
治
の
た

治
を
興
隆
し
た
文
殊
菩
薩
」
と
し
て
康
照
一
帝
一
を
稽
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
嘗
時
の
チ
ベ
ッ
ト
、
モ
ン
ゴ
ル
、
満
州
三
者
の
関
係
は
、
従
来
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
、
三
者
が
別
々
の
主
張

を
掲
げ
つ
つ
お
の
が
利
盆
を
追
求
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
「
例
数
政
治
」
、
具
銭
的
に
は
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
教
え
に
基
づ
く
政
治
」
と
い
う

一
つ
の
卒
面
の
上
で
自
己
の
主
張
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
謹
明
で
き
た
こ
と
と
思
う。

キー
(

1

)

筆
者
の
知
る
か
ぎ
り
、
満
州
版

・
漢
文
版
の
『
朔
漠
』
の
関
係
を
論

じ
た
、
ブ
ッ
ク
ス
公
定
。
)
の
小
論
が

一
つ
あ
る
の
み
で
あ
る
。

(
2
〉
満
州
文
『
朔
漠
』
は
圏
内
で
は
京
都
大
率
文
間
学
部
図
書
館
に
所
識
さ

れ
て
い
る
。
本
書
で
は
加
藤
直
人

・
中
見
立
夫
雨
氏
が
シ
カ
ゴ
大
撃
で

撮
影
し
た
満
州
文
『
朔
漠
』
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
利
用
し
た
が
、

こ
れ
は
京
都
大
皐
所
臓
の
満
州
文
『
朔
漠
』
と
同
版
で
あ
る
。

(

3

)

ブ
ッ
ク
ス
氏
は
『
朔
漠
』
の
巻
頭
に
置
か
れ
た
『
御
製
親
征
朔
漠
紀

略
』
が
満
州
文
か
ら
漢
文
に
翻
課
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
、

『
朔
漠
』
も

同
じ
よ
う
に
満
州
語
か
ら
翻
謬
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た

が

匂

5
Z
L
E3
、
こ
こ
で
み
る
よ
う
に
筆
者
も
満
州
文
『
朔
漠
』

が
制
割
腹
す
る

一
次
史
料
と
ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
た

め
、
ブ
ッ
ク
ス
氏
の
推
論
は
安
蛍
で
あ
る
と
思
う
。

(
4
〉
和
誇
は
一
行
自
の
『
蒙
文
老
楢
』
所
枚
の
記
事
に
基
づ
い
て
附
し

た。

(

5

)

特
に
出
典
を
記
さ
な
か
っ
た
謬
語
の
典
援
に
つ
い
て
は
、
後
牢
第
二

節
に
引
用
し
た
満
州
文
・
漢
文
史
料
の
傍
線
部
を
参
照
。

(
6
〉
た
だ
し
、
漢
文
版
が
満
州
版
の
削
除
し
た
単
語
を
補
っ
て
詳
し
て
い

る
場
合
や
、
前
述
し
た
よ
う
に
満
州
版
が
誤
削
除
し
た
も
の
を
翻
誇
し

て
い
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
そ
の
債
値
を

一
概
に
否
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
た
と
え
ば
、
前
項
の
サ
ン
ゲ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
書
簡
の
場
合
、

満
州
版
で
誤
脱
し
た
一
文
(
第

一
節

一
項
七
番
〉
が
漢
文
で
は
誤
脱

し
て
い
な
い
し
、
満
州
版
で
削
除
さ
れ
て
い
た
二

O
番
の
戒
(
師
同
町
。

と
い
う
単
語
は
、
漢
文
版
で
は
き
ち
ん
と
翻
司
拝
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「事
寅
を
探
求
す
る
」
と
い
う
観
貼
か
ら
歴
史
史
料
の
債
値
を
は
か
る

な
ら
、
漢
文
『
朔
漠
』
の
史
料
債
値
が
満
州
文
『
朔
漠
』
よ
り
劣
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
「
民
族
の
歴
史
認
識
を
知
る
」
と
い
う
観
黙

か
ら
は
、
漢
文
『
朔
漠
』
も
興
味
深
い
史
料
と
い
え
る
。

(

7

)

{

康
照
二
四
年
正
月
甲
子
}
ラ
て
汝
は
側
劃
劃
耐
を
思
い
、
慈
悲

を
寅
践
し
て
、
セ
ム
パ

l
チ
ェ
ン
ボ
日
フ
ト
ク
ト
を
途
っ
て
き
た
の

で
、
私
は
嘉
し
て
特
に
大
臣
を
波
遣
し
て
お
迎
え
し
た
。

- 60ー



出回目Y

l
a
m
a
 si 
d
o
r
o
 shajin b

e
 giinime，

 gosin jilan 
i
 ya
b
u
m
e
 

ofi ，
 /
 se
m
b
a
 
c
e
m
b
u
 
kiituktii 

b
e
 
u
n
g
g
i
r
e
 
j
a
k
a
d
e，
 bi 

s
a
i
s
h
a
m
e
 giinifi，
 am
b
a
n
 tucibufi 

o
k
d
o
b
u
m
e
 
takiiraha 

bihe. 
(
v
o
l. 
3，
 8b
-
9
a
)
 

経
審
醤
'
~
電
車
峻
荷
台
'
~
線
鍛
\
眼
!
と
。
盈
側
~
回
堅
持
恒
国
根

園
j~t米'

昔話'~ln!ll-N'
:
!
!
t
烈
+
<
国
土
担
到
。
(
I
T
'
皇
室
郎
』
唱
。
111'
-
1
く
い
~

平
斗
〉
。

(∞〉
け
り
ゃ
'
ム
o
~
ー
ム
=
く
入

:ム
制
民
J
ν
ユ
時
「
、

lト
ヤ

lト
ト
Q

草話会.;2吾夏石~1E言語
e
緩

^XJ
A
J
t!' 

'~Iト
ヤ

11\
¥
'
同
宇
1
Q
，
制
球
Q
-fト

主!.，Gl契約:Q&~ì-'I!l草側主」附l'(l情-6'\-J出
会

j制
認
の
朝
軍
司
早
f
:
j
IT'(保証話

A
J謡
史
A
J
ム
"'J

11
Ç'
Q
寝耳
Q
緩

^X
命
説
t
Q
~
喜jJ

'\-J~l'(l 
(同軍I!I'
1
 

干ミ干ミ干ミ，
111平

~
1
1
1
<

Jm('
;j;!j1

1
H
~
1
~
M2)。

(
∞
)
 
~f<-

lJ N
話
機
Q

1\
恨
=
、
長
訴
さ
~
F
(
ν

接~1<<
IT'窓型車jJ

~
~
.
j
ミ
キ

j

ν
~

l'(l。

(宮〉
困

Hく
4く
榔
団
側
悉
皆
~
~
H
くf<-自社縦割田県

~
t
長
主
要
里
]
審
絢
嬰
~
i醤
(
~

現
1
0
叶E(IOJ::J-->oJ

IT'牟
l層
制
尊
重
』
艇
中
国
，
1
 II.1.j
fι
〉。

(
口
)

[
優
佳

1111
母
長
O
J
:
:
管
出
]
対
(
~
犬
、
λ
)

~
三
世
何
回
斗
t
!
'~1ト

ヤ

11\ト
Ql111IT神民主!llm:-íミ

f:j~'
~
(
'
ν

ムl'(lAJ
~
 ~
 C' 
C" 

，g>~t!'~ 11¥ 

ヤ
11¥
¥' 

Ql111IT株
会
IAJ&

1
'
ヨ
ム
。
執
n~Ql111IT機

会
j制('

.;2'VU
Q
~
ν
怖
必

l

M
l
J

...Jν
ムト(l

lJAJ
t!

ll聖
心
ふ
や
保
持
。

.~
11
¥
"
 1ト
ト
:
ム
対
主
L
~
Q
~

帯
事
会
I
~
...J'住4

主
」
量
生
(
'
.
;
2
く
え
く
お

l同
:
お
側

^X
叫

l111IT('.;2 Q
-iミ。

si 
oilo 
dalai 
l
a
m
a
i
 
g
i
s
u
n
 
b
e
 
jurcerakii 

g
i
n
g
g
u
l
e
m
b
i
 

sere g
o
j
i
m
e ，
 dorgideri dalai l

a
m
a
i
 g
i
s
u
n
 b
e
 gaijarakii. 

g
a
s
h
u
h
a
 
g
i
s
u
n
 
b
e
 
yooni 
o
n
g
g
o
且
baita
d
e
g
d
e
b
u
m
e
 

y
a
b
u
r
e
n
g
g
e
 iletu 
kai. 
dalai 
l
a
m
a
 
s
i
m
b
e
 
m
i
n
i
 
elcin 

b
e
 
neci，
 mi
n
d
e
 
d
a
h
a
h
a
 
k
a
l
k
a
 
b
e
 lehe 
s
e
h
e
 
babio. 

(
W
 A，
 vol. 
12，
 43a) 

m
W
隆
盛
綱
慨
嘆
審
醤
N
1

I1IT'
陸
組
側
鮒
1
)
審
醤
刊
司

~æO
~
繰
綿

l111IT'

矧
{
略
報
紙
'
裕
治
思
剥
く
'
詩
型
軽
事
審
1醤，

~
盟
や
お
黒
部
巡
回
'
阪
総
量
生

〈同，
(
I
T
'
察
部
』
拠
1
11' 
11
干ミ斗〉

ぬ
抑
制
緩

W
A
 媛
ミ
ミ
令
<
r
軍
主
総
j
J
=
b
e
y
e
 
d
a
i
l
a
m
e
 
w
a
r
g
i
 
a
m
a
r
g
i
 
babe 

n
e
c
i
h
i
y
e
m
e
 
toktobuha b

o
d
o
g
o
n
 i
 bithe.

制
(
"
l
)
~
盤
。

O
U
 

1\';'
‘n
~
1
<
<
I
T
'
割
引

=
B
e
y
e
b
e
r
 dayilaju 

o'r
伽
-e
u
仰
r-a

y
i
n
 
rajar 
i
 tubsidken 

tortararsan 
bodulr-a 

y
i
n
 
bicig ，
 

E
担
様
相
令
〈
ミ
ヲ
坦
握
:
起
，
1992

0
 

B
T
M
 
IT"，¥ 

~ .['，，， 
-c-.
λ
主，，
04
・く
1
 :組睦jJ
=sh'akya'i 

b
t
u
n
 
p
a
 blo 
<ri 

b
z
a
n
g
 'phrin 
las 
kyi 
z
a
b
 
p
a
 d
a
n
g
 r
g
y
a
 
che 
ba'i 
d
a
m
 

pa'i 
chos kyi 

thob y
i
g
 gsal ba'i 

m
e
 l
o
n
g
 
las 
glegs b
a
m
 

bzhi
μ
，
 62
b
-
7
8
b
3，
 Collected

叩
orks
ザ
J
a
y
a
-
P
a
n
d
i
t
a

blo-bzang-'phrin-las ，
 vol. 
4
，
 (Sata-pitaka series

，
 vol. 
281)
，
 

N
e
w
 D
e
l
h
i
，
 198
1. 

『
慰
謝
爆
国
民
卜
~
皇
室
型
車
-
\
!
\
管
j
J
(機
令<
IT'窓鱗jJ)

IT'却E
尽
暗
雲
E司-\!\~図書型紙

撰
』
総

11~111蜘
，

4t1~園側題材重量組事ぎ鰯;ue-H-'~'
1-民
兵
111
0

IT'1仰
を
糠
世
堅
固
i容
器
本
際
線
く
藩
』
鮒
|
般
国
料
謡
1耳目世遺言越，

1
・民主
J-¥]O

「卓
l層
制
緩
j
J
=
 I
T
'
割
層
制
州
1)tE:偶者首jJ-H-掛制

E眼，
1
・
呉
〈
同
。

「
担
厳
令
<
1
W
~
j
J
総

11割
以
漣
l
Y
*
担
日
ミ
犠
皿
機
綿
密

11
固
川

(
1
1
~
1
 

中)。



456 

〉
『
白
色
-
N
・
(
H
3
3
・
尽
き
・
同
]
芯
ミ

S
河
内
向
ミ
芯
芝
、
に
hv

な

H

守
口
H
F

2
3
H
R
W
Bい
予
知
。
B
m
w
-

』

2
白
色
白
色
向
日
0
円む

(
H
S
C
-
U
R
N
Wミ
ミ
内

U
E
』
門

wghヤケ帆
JFR足
立

R
N
N
h
h
n同
2
N
K
R
H
F
、町、“』向山市
v
aー
も

1
b司
、
。
冶
除
、
。
潟
、
、
制
送
H

2輔
帆

WN
町、
vw内
お
h
n
H
N
h
h

ヨ
令
書
出
同
町
、
v
s
d
h
町
、
足
誌
の
ミ
ザ
ミ
ヨ
札
。
』
伊
良
吉
町
、
N
R
P
0
2
。
出
釦
円
円
曲
目
的
0
4〈
一

R
・

4
」戸。臼
}u
白内目。ロ・

N
E
ユ巳
P
H・J
へ・(]戸也∞
ω
)
w
L
P
H
。
ミ
U
1
Q
~
N
h治
的
AHwahh
。
~
芯
向
n
s
h
H
G
R
H
〈

H∞ω
印
Il

口
町
田

γ
玄

S
T同・

ブ
ッ
ク
ス
(
一
九
四

O
γ
E
N
R
B
g角
田
宮
司
広
島
.
。

r
5
2
2
n
r
oロ
〉

5
・

官
r
o
r臼

ωE0・自
o
pロ
m・
2
n
r
御
製
親
征
朔
漢
方
略
〈
O

ロ
巧
ω
吉岡

司

5
Z
J
『
東
洋
史
研
究
』
五
・
三
、
一

l
一
五
頁
。

石
演
裕
美
子
(
一
九
九
九
)
「
チ
ベ
ッ
ト
、
モ
ン
ゴ
ル
、
満
州
の
政
治
の
場

で
共
有
さ
れ
た
併
数
政
治
思
想
に
つ
い
て
」
『
早
稲
田
大
準
教
育
皐
部
屋
d

術
研
究
1

地
理
皐
・
歴
史
民
?
祉
曾
科
拳
編
|
』
四
八
、
二
五

J
四

O

頁。

岡
田
英
弘
(
一
九
七
九
〉
『
康
照
一
帯
の
手
紙
』
中
公
新
書
。

羽
田
明
(
一
九
五
八
)
「
ガ
ル
ダ
ン
俸
雑
考
」
『
石
油
田
先
生
古
希
記
念
東

洋
皐
論
叢
』
四
五
九
J
四
七

O
頁。

1
1
11

2
九
六
二
)
「
ガ
ル
ダ
ン
俸
考
詮
」
『
東
方
皐
曾
創
立
一
五
周

年
記
今
公
衆
方
皐
論
集
』
一
一
一
一
一
J
二
三
四
頁
。

若
松
寛
(
一
九
七
四
〉
「
ガ
ル
ダ
ン
シ
レ
ト
ク
・
フ
ト
グ
ト
孜
」
『
東
洋

史
研
究
』
一
一
一
一
一
一
|
二
、
一

J
一二三。

1
1
1
2
九
七
八
〉
「
ジ
ル
ン
活
併
小
俸
|
清
チ
ベ
ッ
ト
関
係
の
一
断

面
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『
併
数
史
拳
』
一
一
一
ー
ー
一
、
一
九
J
四
五
頁
。

|
|
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九
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)
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『
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朝
と
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紳
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先
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稀
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山
川
出
版
社
。

*
本
稿
は
二

O
O
O年
早
稲
田
大
皐
特
定
課
題
研
究
に
基
づ
く
成
果
で
あ

る。
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Ming.

　　

The

　

conception

　

of

　

government

　

originated

　

by

　

Hong

　

Taiji

　

was

incorporated into the ceremony of the royal hunts conducted by subsequent

Qing emperors down to the end of the dynasty･

ON THE CONCEPT OF BUDDHIST GOVERNMENT HELD

　　

IN UNIVERSALLY HIGH REGARD BY DGA' LDAN,

　　

QALQ･A, TIBETAN AND QING DYNASTIES： BASED

　　

ON Ａ CRITICAL ANALYSIS OF THE MONGOL AND

　　

CHINESE EDITIONS OF THE SHUO MO IりiNG£む£

　　　　　　　　　　　　　　　　

朔漠方略

　　　　　　　　　　　　　

ISHIHAMA Yumiko

　　

By first comparing the Manchu edition of Ｑｉｎｄｉｎｇｐｉｎｇｄｉｎｇｓhｗｏｍｏ

ｆａｎｇ ｌ加欽定平定朔漠方略(hereafter Shｕｏ ｍｏ） known as the £りＥ

ｄａｉｌａｍｅ■ｗａｒｉ

Manchu, with the primary Manchu tｅχt included in the Ｇｏｎｇｚｈｏｎｇｄａｎｇ

宮中槽，I learned that the Manchu edition of the Skｕｏ ｍ.０quotes passages

that match the primary source word for word. Furthermore, comparing the

Mongol edition of the Shｕｏ ｍｏwith the corresponding passages from the

primary source incorporated in the Ｍｅｎｇ-ｗｅｎｌａｏｄａｎｇ蒙文老槽, it became

clear that the passages do not correspond. As there are many points that

lead to the conclusion that the Manchu edition of the Shｕｏ ｍｏ is ａ

relatively faithful redaction, it can be concluded that the Mongol edition of

the Shuo mo is ａ translation of the Manchu version.

　　

Moreover, when the Chinese edition of the Shｕｏ ｍｏＩＳcompared with

the Manchu edition, it becomes clear that terms of Mongol and Tibetan

derivation have not been　correctly　translated　in　the　Chinese　edition.

Judging from this and the fact that several different Chinese words are

used to translate ａ single word in various locations in the tｅχt，l have

indicated that the meaning of concepts of Tibetan and Mongolian origin

cannot be correctly understood from the Chinese edition. In other words,

we may conclude that from among the Manchu, Mongol, and Chinese
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versions of the Shｕｏ ｍｏ.the Manchu edition is the most faithful to the

original sources. In second half of this article,ｌ employ the Manchu text of

the Shｕｏ ｍｏto examine the relationships of the Qing, Oyirad (dGaリdan),

Qalq-a, and Tibet in the second half of the 17th century. As ａ result, it

has become clear that the parties involved relied on the conception of

Buddhist government,　ｄｏｒｏｓhaiin　ｉｎManchu, entailing ａ“politics based

on the teaching of the Dalai Ｌａｍａ”before acting in various cases, such as

when the Kuriyen belciger meeting was held to bring peace to the Qalq-a

and Oyirad in 1686, when an incident arose as the Qalq･a high priest

rje-btsun dam-pa was attacked by dGa' ldan of the Oyirad there, when there

were negotiations between dGa' Idan and emperor Kangxi康煕regarding

rje-btsun dam-pa's flight to Qing, when the negotiations broke down and

Qing and dGa' ldan went to war, and when the two sides made peace.

This amounts to further evidence to support this author's previously stated

position that the“Tibetans, Mongolians, and Manchus shared ａ realm that

may best be termed the world of Tibetan Buddhism in the 17th century".
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Around the decade of the 1920s, the struggle to establishthe image of

the family was ａ pressing issue for the youthful intelligentsiaof urban

China. They firstchose the image of the family that was ｅχpounded in

the Japanese“ideology of good wife and wise mother” 良妻賢母主義as their

model. This was due to the factthat Japan had taken the lead on the path

to industrial development at the time, and it was thought copying Japan

would be most efficacious.　However, thisimage of the family, very similar

at firstglance to that advocated by Confucianism, had in the end to be

rejected by progressive youth.

　　

At firstthe modern Western, Protestant model of the family also
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